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川西開田遺跡3C区全景
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川西開田遺跡3C区全景 (東から・工場手前に三間沢り||が流れる)

川西開田遺跡3C区中心部の遺構群
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川西開田遺跡は松本市の南西部に位置 し、その範囲は神林地区・今井地区に

わた ります。本遺跡は以前から埋蔵文化財の包蔵地 として知 られてお り、平成

7年 に初回の発掘調査が行われています。

このたび当地に新松本臨空産業団地建設事業が計画 されたため、埋蔵文化財

を記録する目的で緊急発掘調査 を実施することとな りました。

発掘調査 は市教育委員会 によって、平成10年 4月 から平成11年 10月 にかけて

行われました。長期間にわたる調査 とな りましたが、関係者の皆様の御尽力に

より無事終了することができました。発掘調査の結果、縄紋時代から中世 にか

けて、様々な時代の生活跡を発見することができました。 これらは今後、地域

の歴史を解明するうえで、大変役 に立つ資料になることと思われます。

しかしながら、開発事業に先立らて行われる発掘調査は、記録保存 とい う遺

跡の破壊を前提 とする側面があることも事実です。開発 により私たちの生活が

豊かになる一方、それにともない歴史遺産が失われて しまうのは残念なことで

すが、発掘調査により当時の生活が明らかとな り、私たちの郷土松本が歩んで

きた歴史が一つずつでも解 き明かされることは大変貴重なことだと考えます。

最後 にな りましたが、発掘調査に多大な御理解 と御協力をいただいた地元関

係者の皆様 に厚 くお礼申し上げます。

平成14年 3月

松本市教育委員会 教育長   竹  淵  公 二早



例 言

1 本書は平成10年4月 20日 ～翌年 1月 6日 及 び平成11年4月 5日 ～ 10月 5日 にかけて実施 された、松本市神林字竹田道

6172-1他 に所在する川西開田遺跡の緊急発掘調査報告書 (全3冊 )の うち、弥生時代及び古代・中世を扱った第1分

冊である。

2 本調査は松本市新臨空産業団地造成に伴 う緊急発掘調査であ り、平成12013年度に行った整理・報告書作成作業

とともに松本市教育委員会が実施 した。

3 本遺跡は過去に2回 の発掘調査が実施されているため、本調査は平成10年度のものを第3次 (Ⅲ )、 11年度を第4次 (Ⅳ )

とした。第3次 にはA～ Cの 3地点、第4次 はA・ Bの 2地点があり、調査次名 と組み合わせて呼称 した(例 :3A、 4B等 )。

なお、本書で対象 とする弥生時代及び古代・中世は3C、 4B地点及び3A地点の一部が該当する。

4 本書では遺跡の性格を正 しく把握するために、本調査に並行 して実施 された川西開田遺跡第5次調査 (V:平成11

年8月 20日 ～ 10月 4日 実施、報告書は松本市文化財調査報告No.150)で 検出した遺構・遺物についても扱っている。5次

調査の範囲は本調査4B区 の西縁に続 く三間沢川に沿った細長い範囲である(第 3図参照)。 従って調査に際 しては具体

的に両者を分けなかったため、本報告書中では4B区 に一括 し、特に5次調査区については明記 しなかった。

5 本書の執筆は I:事務局、Ⅱ-102、 Ⅲ、Ⅳ-3、 V-1-(2)0(3):竹内靖長、Ⅱ-3:赤羽裕幸・竹内靖長、Ⅳ-102、

V-1-(1)・ (4)、 V-3、 Ⅵ :竹原 学、V-2:太田圭郁が行った。

6 本書作成にあたっての作業分担は以下のとお りである。

遺物保存処理・注記・復元 五十嵐周子、内澤紀代子、洞澤文江遺物洗浄 百瀬二三子

遺物実測 太田圭郁、菊池直哉、清水 究、竹内直美、竹平悦子、洞沢文江、松尾明恵、八板千佳

トレース 窪田瑞恵、太田万喜子遺構図整理・版組み 石合英子

遺構写真 現場担当各職員        航空写真 (株)ジ ャステック

総括・編集 竹内靖長

7 図中で用いた方位記号は真北を指 している。

8 遺構図中の土層名は下記により記号化 している。

混入物量 a 少量  b 中量  c 多量表記法 土色 (混入物 0量
)

土 色

11 暗灰色    16 黄 色    21 砂6 黄褐色1褐 色

12 黒灰色    17 暗黄褐色   22 砂 礫7 茶褐色2 暗褐色

18 暗茶褐色   23 緑灰色8 灰褐色    13 赤灰色3 黒褐色

19 黒 色14 黄灰色9 橙褐色4 明褐色

15 青灰色    20 焼 土10 灰 色5 赤褐色

混入物

K 茶褐色土粒   P 砂粒      U 灰色土塊F 炭化物塊A小 礫

L 黄色土塊    Q 黒色土粒    V 灰色土塊G 炭化材B礫
R 黒色土塊    W 赤褐色土粒M 黄褐色土塊H 黄色土粒C 焼土粒

N 橙褐色土塊   S 暗褐色土粒   X 赤褐色土塊I 黄褐色土粒D 焼土塊

T 暗褐色土塊   Y 鉄分O 茶褐色土塊」 橙褐色土粒E 炭化物粒

9 弥生および平安時代の出土土器についてはページ数の都合から観察表を掲載 しなかった。そのため最低限必要な観

察事項については図中に付記 した。その内容は以下のとお りである。

<弥生土器 >

土器拓影・実測図脇に施紋要素を下記の略号で、また図No。下には器種・部位をそれぞれ記 した。

条→条痕紋  太櫛→太い櫛状工具による櫛描紋・条痕紋  縦 (横 )羽→縦 (横)位羽状条痕紋  縄→縄紋

刺→刺突紋  キザミ→刻 目紋

<平安時代の土器 0陶器 >

黒色土器 :断面白・黒色部網掛け  須恵器 :断面黒  軟質須恵器 :断面黒・遺物 No。 に「NS」土師器 :断面白

と付記  灰釉陶器 :断面黒・遺物No.に 「K」 を付記  緑釉陶器 :断面黒・遺物 No。 に「R」 を付記

文字以外の器面の墨痕、タール等の付着は網掛けで範囲を示 した。

10 本書の作成にあたっては次の方々からご教示、御協力をいただいた。記 して感謝を申し上げる。

笹本正治、野村一寿、原 明芳、樋口昇一桐原 健、佐々木明、

11 本調査で出土 した遺物及び調査の記録類は松本市教育委員会が保管 し、松本市立考古博物館 (〒 399-0823長 野県松

本市中山3738-l ЪL0263-86-4710)に収蔵されている。
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‖調:査|の1経緯

調査に至る経過

松本市は昭和62年から和田西原地籍に臨空工業団地を造成 し企業に工場用地の分譲を行ってきたが、そ

の南隣の神林地籍約14haに平成11年度から新臨空産業団地を造成 し、新たな企業誘致を図ることとなった。

しかし、造成予定地には周知の埋蔵文化財包蔵地「りH西開田遺跡」が存在 し、工事範囲内の遺跡は壊滅を免れ

ない状況 となった。そこで、松本市教育委員会は開発担当である松本市商工部 と協議を進め、開発範囲内の

当該遺跡に対 し全面的な緊急発掘調査を実施 し、記録保存を図ることで合意した。また、記録保存が必要な

面積は非常に広大になることが予想されたので、平成10011年 の2ヵ 年を現地調査にあてることとした。

平成10年度の発掘調査 (第 3次調査)は 4月 20日 に現場作業を開始、平成11年 1月 6日 に実質的な作業を終了

した。大 きく3地点 (り |1西開田3A、 同3B、 同3C)を 調査 し、3月 26日 付けで発掘調査終了届 と埋蔵物発見届・

埋蔵文化財保管証を提出。4月 7日 付けで埋蔵物の文化財認定通知を受けた。

平成11年度 (第4次調査)は 4月 5日 に作業開始、10月 4日 に実質的な作業を終了した。2地点を調査 し(仏、

4B)、 平成12年 1月 14日 付けで発掘調査終了届 と埋蔵物発見届・埋蔵文化財保管証を提出。1月 31日 付けで埋

蔵物の文化財認定通知を受けた。

整理・報告書作成作業は平成12年度 (弥生時代及び古代・中世 )、 平成13年度餅電紋時代)の 2ヵ 年にわた り

実施 し、平成13年度に第1分冊 (古代・中世編 :本書)を刊行 した。平成14年度に第2分冊 (縄紋編)を刊行す

る予定である。

2 調査体制

調 査 団 長 松本市教育長 守屋立秋 (～ H10。 6.30)舟田智理 (H10.7。 1～ 10。15)竹淵公章 (H10.11。 1～ )

調査担当者 【10年度】 竹原 学、横山和明、村田昇司、百瀬秀俊

【11年度】 竹原 学、小山高志、赤羽裕幸、櫻井 了、米久保治郎、加島泰祐

調 査 員 野村一寿、望月 映、松尾明恵

協 力 者

(発掘調査)青 木雅志、浅井信興、浅輪敬二、荒井留美子、飯島由次、飯田三男、石井脩二、市場茂男、

今井太成、入山正男、自井英明、大月八十喜、加島泰祐、上條道代、神田栄次、清沢智恵、久保田登子、

河野清司、小松正子、斎藤政雄、芝田とり子、清水陽子、下里千代子、下条ちか子、鈴木幸子、鷲見昇司、

高桑 望、高桑 悠、高橋登喜雄、鶴川 登、寺嶋 実、中上昇一、中西 唯、中村地香子、中村安雄、

中谷高志、中山自子、林 武佐、比嘉 仁、福島 勝、三木一男、布野行雄、布山 洋、待井敏夫、真々部まさ子、

丸山喜和子、三枝明廣、御子柴長寿、道浦久美子、南山久子、宮田美智子、三代沢二三恵、村山牧枝、甕 國成、

百瀬二三子、百瀬義友、山崎照友、横山 清、吉野節子、吉田 勝、米久保治郎、米山禎興、渡辺順子

(整理作業)荒 井留美子、五十嵐周子、石合英子、内沢紀代子、開嶋八重子、菊池直哉、窪田瑞恵、

河野清司、竹内直美、竹平悦子、中谷高志、林 和子、廣田早和子、福島 勝、布山 洋、洞沢文江、

待井敏夫、百瀬二三子

事務局 教育委員会文化課 木下雅文 (文化課長、～ H13。 3。 31)、 有賀一誠 (同、H13。 4。 1～ )、 熊谷康治 (課

長補佐 )、 村田正幸 (文化財担当係長、～ Hll。 3。 31)、 松井敬治 (課長補佐、Hll.4.1～ )、 直井雅尚(主査 )、

久保田岡J(主任 )、 近藤 潔 (主事、～ Hll。 3.31)武井義正 (主任、Hll.4。 1～ )、 酒井 (上條)ま ゆみ (嘱託、～

H12。 6.30)、 渡邊陽子 (同、H12。 7.1～ )
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‖■1調1査1地と:遺1跡|の1環境

1 調査地の位置 彿1図 )

本調査地は松本市大字神林字竹田道6172-1他に位置する。標高は644～ 649m、 北北東に緩やかに傾 く

沖積堆積層面にあり、平均傾斜は10。 8/1,000を示す。一帯は松本市の南西部、神林 0今井地区と東筑摩郡山

形村が境を接する鎖川西岸域にあた り、近年まで桑園や松林が広がっていた。この地域が現在のような整然

と区割 りされた水田 0畑地帯 となったのは昭和30年代以降の開田事業によるもので、少なくとも近世以降

大規模な耕地開発が行われたり、集落が営まれた形跡はほとんど窺えない。地名にみても古 くまで遡る、耕

地や建物などの土地利用を示す字名が残されていないことがそれを裏付けている。 この地の開発や居住が進

まなかった理由のひとつには季節風などの厳 しい気候風土 と水利の問題が考えられる。

2 遺跡の地形・地質 彿2図 )

鎖川の西岸、三間沢り|1下流域は両河り||に よる扇状地 と梓川系統の扇状地の接点にあた り、その境界を三間

沢り||が流下 している:三間沢り||と 鎖り||の 間には鎖り||に よる沖積低地が広がってお り、その堆積層は粘土やシ

ル トが整然 とした互層をなしている。これに縄紋時代後期以降と推定される鎖川起因の氾濫性の砂泥や礫が

覆い、鎖り|1寄 りでより厚 く堆積 している。また、かつての鎖川や三間沢り||の 旧流によると思われる大小の河

川跡が幾筋も観察され、開田以前は窪地 と微高地の連続する地形であったらしい。

一方、こうした沖積低地が形成される以前の、ローム層に覆われた後期更新世の扇状地 (台地)の広が りは、

三間沢り||よ り北では三間沢り|1左岸遺跡を東限とし、南では境窪遺跡の西から南側で沖積層中に没 している。

また、それ以南では鎖川による明瞭な河岸段丘をもって区切 られ(上流に向かうほど沖積低地が幅を減 じ、

段丘崖も発達する。

Ｉ

　

Ⅱ

耕作土

暗黄褐色土 (砂 質、洪水性堆積、ⅢC区東縁 で

は同一 レベル に南北方 向の帯状砂

礫層が断面 レンズ状 に堆積 し、下

部 は V層 に達す る。開田事 業 によ

り上部 は削平 され、I層 との境界 は

は不整合 )

黄褐色土 (Ⅱ よ り砂質、洪水性堆積 )

褐色土 (砂 質、縄紋時代遺物包含層 )

黒褐色土 (粘 質 )

暗茶褐色土 (粘 質 )

茶褐色土 (粘 質 )

黒褐色土 (粘 質 )

茶褐色土 (粘 質 )

第 1検 出面

(弥 生～古代 )
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(縄紋 )

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ
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Ⅶ
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第2図 土層柱状図

川西開田遺跡 3B区
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発掘調査の結果から本遺跡一帯の三間沢り|1右岸下流域の地形変遷を考えると、元来は鎖り||と その支流であ

る三間沢り||の影響を常に受けやすい低地地形だが、縄紋時代中期ないし後期の前葉頃までは砂質土や粘質土

が徐々に水平堆積を繰 り返 し、黒色の間層を数枚挟む比較的安定 した離水域であった状況が窺える。 しかし、

縄紋時代後期前葉以降には鎖川の活動が活発化 し、氾濫による堆積や浸食の影響を強 く受け、網状の自然流

が幾筋も形成された。弥生時代に入ると西岸側への大規模な氾濫は落ち着き、自然流路に挟まれた微高地上

では再び安定 した地表が形成される。平安時代以降、鎖り||や三間沢り||の位置は次第に現在の位置に固定され、

これらから発する網状流も埋没が進んだと推定された。また、鎖川により近い地点では近年に至 るまで氾濫

の影響を絶えず受け、その堆積物に厚 く覆われている。

3 遺跡の歴史的環境と周辺遺跡 彿1図 )

(1)過去の調査等

鎖川西岸域における考古学的調査は市街地に比 して大 きく立ち遅れ、昭和30年代の開田工事や製瓦用粘

土の採掘の際の出土遺物などから遺跡の存在が知 られるにとどまっていた。昭和32年 には三間沢川左岸遺

跡 とその東隣の神林川西遺跡の境界付近で瀬戸美濃産鉄釉茶入れと子L雀文書 (昭和34年国重文指定 0日 本民

俗資料館蔵)が出土 している。 しかし、昭和62・ 63年の臨空工業団地造成事業に伴 う三間沢り|1左岸遺跡の調

査を皮切 りに大規模な調査が始 まり、平成7・ 8年の神林再ほ場整備事業で川西開田遺跡の第1茨・2次調査

と境窪遺跡の第1次調査が、また平成10・ 11年には本報告の川西開田遺跡第3・ 4茨調査、同じく平成11年 に

は県営三間沢り|1河川改修事業により松本市側で川西開田遺跡第5次調査 と三間沢り|1左岸遺跡第3次調査、山

形村側で境窪遺跡第2次調査が行われた。これらの調査により縄紋時代から中世に至る営みの変遷が辿れる、

遺跡の桐密地帯であることが判明しつつある。

(2)縄紋・弥生時代

川西開田遺跡の周辺で旧石器時代に遡る遺物は、今井地区の上新田遺跡から尖頭器、古池原遺跡からナイ

フ形石器、山形村の三夜塚遺跡で局部磨製石斧が発見されている。

縄紋時代の遺構 0遺物が発見されている遺跡・調査 としては、今回調査 (り |1西 開田遺跡304次調査)の他に

平成7年の境窪遺跡1次調査 (後期土器 )、 同年の川西開田遺跡1次調査 (中期後葉の埋甕を伴 う住居址 )、 翌年

の同2次調査 (後期堀之内 I式土器 と石器の遺物集中)、 昭和62年の和田西原南遺跡 (中期中葉の竪穴住居址 1

軒)を挙げることができる。山形村では昭和55056年 と平成13年に発掘調査が行われ、中期の遺構遺物を大

量に検出した三夜塚遺跡が知 られる。

弥生時代は前記の境窪遺跡1茨調査で中期前葉の住居址・建物址計30棟、墓址2基等 とそれに伴 う多量の

遺物が出土 している。また、平成11年 に行われた境窪遺跡2茨調査 (山形村分)で も同時期の遺物集中が検出

されている。 しかし、 これに後続する遺跡は発見されておらず、中期後半から後期全般にかけて空自の時期

となっている。

(3)古代・中世

古墳時代の遺構 0遺物はきわめて希薄で、川西開田遺跡1次調査で平安時代の遺構中から前期の土器がま

とまって出土 しているのみである。近在に小規模な該期集落がある可能性を認めたい。

奈良時代の遺構・遺物は認められないが、平安時代になると三間沢川左岸遺跡の102次調査で計257軒の

9世紀から10世紀代の住居址が検出され、川西開田遺跡の102茨調査でも同時期の住居址16軒が発見されて

いる。それに今回調査の78軒 を加えると、 この2遺跡だけで350軒 を越える住居址が存在 したことになり、9
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～ 10世紀代に本遺跡一帯に極端な居住の集中、すなわち大規模な開発が行われたことがわかる。

(4)近世以降

近世以降は、調査時には遺構・遺物は発見されていないが、文書資料等から調査地点周辺の歴史について

概観 してみたい。

江戸時代に入るとこの地区は鎖り||の 西、三間沢り||を挟んで水代 (溝代)村、その北に南和田村、鎖り||の東側

が上神林村 と分かれていた。集落は別の地域にあり、遺跡周辺の土地は畑地あるいは山林地 として利用され

たと思われる。 ともに松本藩領内であったが、元和3年 (1617)、 高遠藩主保科正光に和田郷の5千石分が加

増され、後の南和田村にあたる地域は高遠藩領 となる。寛永13年 (1636)に 勝日田八か村庄屋」の記述があり、

このころ和田郷が和田八村に分化 したと推定できる。元禄2年 (1689)、 高遠藩主鳥居忠則が改易されるとそ

のまま5千石分は幕府領 となった。正徳3年 (1713)か ら享保10年 (1725)ま では幕府 と笹部水野氏 との相給 (共

同の領地)で あったが、それ以後は幕府領和田組 として明治維新に至る。また、水代村 0上神林村も享保12

年(1725)に水野氏が改易になった際、下神林村の一部 とともに幕府領 となり、戸田氏が松本藩に入封 した

後の寛保3年 (1743)、 松本藩預地 とされてそのまま明治を迎えた。

南和田村、水代村は梓川 と鎖川に挟まれた地域に位置していたが、水利には恵まれていなかった。鎖り||・

三間沢り||は水面の標高が低いため利用できず、梓り||か ら引いた神林堰が唯一の水源であった。神林堰は現在

の波田町字上赤松を揚水口として和田、神林地区の村々の農業 0生活用水 として使われ、一説 には12世紀

に成立 したとも言われる。波田町三溝の分岐点から和田へ流れる方を大井堰 (の ち和田堰)、 神林へ流れる方

を神林堰 と呼んだ。神林堰はさらに和田太子堂の辻堂で上横切・下横切に分かれ、下横切は北東へ向かって

梶海渡・寺家 0下神の用水 となり、上横切は鎖川を南東方面に渡って川西・川東・南荒井などの用水 となっ

た。鎖川を渡す際は牛枠 と呼ばれる仮堤防を使って河原の中を通 したという。これらの堰によって和田、神

林でも一応水田耕作が可能になった。また、この地域は地下水位が低 く井戸の設置が困難で、堰は生活用水

としての機能も兼ねていた。

和田・神林堰は梓川に対 し、水揚一ノロと呼ばれる本流締切の絶対権を持つ等、他の取水口に比 して優遇

されたが、それでも渇水を避けることはできなかった。特に上横切は堰の末流であったため水勢が弱 く、慢

性的な水不足で水争いが頻発 した。また、神林堰以西で現在の西原開田、川西開田にあたる地域は、鎖り||に

よるたび重なる氾濫で砂礫地化 してお り水田耕作には適さず、畑作が行われていた。

水代村には浄土宗三明山専称寺があったと言われている。専称寺は永禄元(1558)年 に幸普上人によって

開かれたという伝承があり、大水害に遭って移転 し、現在は新村に位置する。寺が創建されたとする場所は

小坂道の字寺畑地籍で、神林開田の際に無傷の鬼瓦や布目瓦が出土し、寺の存在を裏付けた。またこの地籍

の北隣からは3.5cmの 観音像も出土 している。

明治維新、廃藩置県、を経て明治7年、水代村 0上神林村を含む神林4村は合併 して神林村 とな り、南和

田村を含む和田八村も合併 して和田村 となった。

明治に入っても水田地帯は和田・神林堰以東までで、山形村近 くの西側は「くろべ」と呼ばれ、黒味を帯び

た腐植土が広がってお り、桑を中心 とした畑作が行われていた。川西区では1町～ 1町5反 くらいが平均的な

耕地面積だったという。養蚕業はさかんで、旧水代村に住む筒井浜十郎は明治36年 7月 の、松本平「夏秋蚕

種製造人百家選」に名が挙がっている。

明治24年、南和田区委員10人が神林り||(堰 )西辺へ新堰を開き、およそ4町歩の開田をしたいと申し出、明

治34年 に完成 した南和田開田などの開発はあったが、堰による農業用水の供給は通常でも不足がちであっ

たため、大規模な開田事業は不可能であった。明治の中頃には山形村内に溜池を作 り、鎖り||を渡 して中の島
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へ引水する計画もあったが実現 しなかった。既設の水田にしても地主は別地区の者、 とぃう場合が多 く、さ

らに鎖り||に よる水害が頻繁にあり、村の暮 らしは楽ではなかったという。

太平洋戦争が始 まると食料増産への動 きが活発化 し、昭和16年 に竣工された南水寺開田をきっかけとし

て、昭和17年 には神林押込・山の神を中心 とする地域で神林村り|1西開田工事が始まった。農業用水は和田

太子堂にあった筒井製材の脇で神林堰からポンプを使って上げた。エア抜き等技術的な部分で失敗を繰 り返

しながらも昭和18年、14町歩の新田が開かれた。

戦後もこの地域では桑 0と うもろこし・大豆などの畑作が中心だったが、 しばしば干害に襲われ、また、

昭和33年から繭価格が暴落 したこともあって、開田事業への期待は高まった。昭和33年 8月 に神林開発委員

会が設立され、34年 には開田組合 となり、35年 4月 に土地改良区を設定 し、認可された。水利権の問題から、

主に神林堰下流域を中心 とする反対の声も強かったが、揚水技術の発達により既設田の余水で新田開発は可

能 として昭和34年から約147.5haの 神林開田工事が行われ、37年 8月 、最終的に完成 した。既設田の最上流に

ある神林り||の 水門脇に揚水機を設置し、開田地帯まで1,500m余の送水管で送水 し、10a区画に整理 した水田

の支線水路へ張 りめぐらせた。和田でも昭和35年 から38年 まで西原開田工事を行い、160ヘ クタールの水田

を開いて10a区画に整備 した。

新開田地域はポンプによる揚水で耕作 していたが、さらに充分な農業用水を補 うためには自然流下水によ

る水源転換が必要 と判断され、神林・和田・西原 0川 西・太子堂南水寺の各開田合計360ヘ クタール分用の

新堰を作ることとなった。この堰は新和田神林堰 と呼ばれ、梓り|1右岸幹線の波田町押出を起点 として西原開

田の幹線 と並び流下 し、神林り|1田 の吐出まで6,253.9mを 通すものだった。途中三間沢り||は サイフォンを使っ

て横断した。工事は昭和43年 に着工 し、総経費3億 1,630万円で昭和47年 3月 に完成 した。

近代以降も生活用水は和田・神林堰に依存 していたが、戦後になると衛生面などから、上水道敷設が求め

られるようになった。そこで和田・神林・新村の三か村が協力しての水道敷設事業が計画され、神林り|1西で

掘 られた深井を水源地 として、毎 日約3,000」 の水を確保することとなった。昭和30年 に工事が起工、三期

にわたる工事を経て昭和31年 に完成 した。その後、松本市の人口増加に伴ってさらなる水道拡張事業が計

画され、再びり|1西地区に昭和45年から深さ110mの深井戸が2本掘 られ、毎 日約6,000ピ の水源が新たに確保

されるようになった。

昭和57年、松本市工業系市街化区域 として松本空港より北西の和田・神林地籍の100haを設定するという

計画が持ち上がった。県外から付加価値の高い工業の立地誘導による工業力の拡大をはかるものだった。神

林地籍の同意を得 ることができなかったため、西原土地改良区を中心 とする約60haの土地で昭和62年、松

本臨空工業団地として分譲が開始され、全企業の操業にはいった。

昭和57年から神林地区の県営土地総合整備事業の竣工が開始された。 このうち旧川西開田(戦時中の開田

分)を 中心 とする川西区の旧字名日間沢南・山の神・押込・夏目畑 14。4haは第14工区とされ、昭和63年に竣工し、

新字名は日間沢南 0山の神 として平成5年に完成 した。

参考文献
1 郷土誌「かんばやし」刊行委員会 1986『 かんばやし』
2 松本市和田地区歴史資料編纂会 1995 防日田の歴史』
3 松本市 1994『松本市史 第4巻 旧市町村篇Ⅱ』
4 松本市 1994『松本市史 第4巻 旧市町村篇Ⅲ』
5 松本市史民俗部門編集委員会・松本市史編さん室 1994『松本市史民俗編 調査報告書 第3集―神林を中心として―』
6 長野県土地改良史編集委員会・編 1999『長野県土地改良史 第2巻 土地改良区誌篇』
7 松本市土地改良区竣工記念誌編纂委員会 1995『竣工記念誌 ―神林川土地改良区―』
8 筒井鷹太郎 1995『郷土を語る』
9 山形村教育委員会2001『境窪遺跡Ⅱ―三間沢川河川改修工事に伴う緊急発掘調査報告書一』
10 竹原学 2000「三間沢り|1下流の原始・古代 0中世一地形の変化と集落―」『松本市史研究』第10号
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12 松本市教育委員会 1998『松本市文化財調査報告ヽ130 境窪遺跡・り‖西開田遺跡 I O II― 緊急発掘調査報告書一』
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I‖1調1査:の:概:要

1 調査次・調査地点と調査方法 彿3図 )

平成10年度の調査 を第3次調査 (調査時の標記はⅢ)、 11年度を第4次調査 (同 Ⅳ)と した。いずれも、上層

は弥生時代以降の遺構検出面 となるが、ベースとなる黄褐色シル トの下には縄紋時代の生活面が広が り、同

一位置でも上下2層 の調査を行った場合は、それぞれ別の調査地点名を付 した。

第3次調査にはA～ Cの 3地点があり、それぞれ3A、 3B、 3Cと 呼称 した。3Aは今次最も北よりの地点で平

安時代の溝状遺構を確認、3Cは 2A地点 (平成8年度調査、松本市文化財報告No。 130)の 隣接地で弥生～中世面、

3Bは2Aの 下層で縄紋時代面である。第4次調査にはA・ Bの 2地点があり響い 4Bと した。4Aは3C下部の縄紋

面である。4Bは 3B・ 3Cに西接する平安～中世の面で、下層に糸電紋の生活面は見 られない。

2 調査方法

調査手順は、まず大形建設機械で遺構検出面までの耕土・基盤土を除去、入力で遺構検出を行い遺構の位

置や範囲を確定 した。遺構を掘 り下げ、土層図を作成するとともに、遺物等の出土状況 と完掘後を平面図と

写真で記録 した。また、調査地点 ごとに作業終了の時点で航空写真撮影を行った。沢J量作業は、第2次調査

時に任意に設けた基準点(NS00EWO)か ら真北に振 り出した基線により設定 した3m方眼のグリッドですべ

ての調査地点を共通の座標で覆って、オフセット沢J量 を実施 した。遺構番号は基本的に2茨調査 に連続させ

たが、地点や時代がかわつた場合、区切 りの良い数字から始めているものもある。

なお、本書は「古代中世編」として古代・中世及び少数検出された弥生時代の遺構 と遺物を対象 としたため、

当該時期が主体であった3A・ 3C04B地点について扱っている。3A03B・ ィ臥地点の詳細は別冊の肺電紋編」

を参照されたい。

3 調査結果の概要 彿1表・第5～ 10図 )

304次調査の概要については下表の通 りである。

第1表 調査概要

地1点| 調1査期1間 1面積 発見|じ|た

'遺

構 出:士|じ鸞:遺物

3A 10。 4.20
⌒v10.6。 5

(ピ )

15,300

平安 :溝2 縄紋 :土器、石器
平安 :土器・陶器 (土師器・須恵器・灰釉陶器)

3B
10。6.10-
10。 8。31

3,960
縄紋 :竪穴住居址、土坑
※詳細は「縄紋編」参照

縄紋 :土器、石器
※詳細は陽電紋編」参照

3C
10。 9。 5⌒Ψ

ll.1。 6
13,300

弥生 :土坑
平安 :竪穴住居址69、 土坑316、 掘建

柱建物址 15、 ピット列 17、 ピッ
ト1422、 蓄毒10

中世 :土坑1

縄紋 :石器
弥生 :土器、石器
平安 :土器 0陶磁器 (土師器・須恵器・灰釉陶器。

緑釉陶器)、 鉄器 (刀子 0鋤先 0釘 0鑓
)、

鋼製品(飾金具・鋼板・金銅製品)、 石
製品・石器 (巡方・砥石 0礫石錘 )、 鉄滓、
獣骨、炭化材

中世 :土器、銭貨

仏
11。4.5-
11。 6.19

5,250 縄紋 :竪穴住居址、土坑
※詳細は陽電紋編」参照

縄紋 :土器、石器
※詳細は蹄電紋編」参照

4B
(5含 )

11。 6。20-
11。 10。4

9,600

平安 :竪穴住居址 10、 溝6

中世 :土坑1762、 ピット572
平安

中世

土
緑
土
陶
鉄
器
炭

計 47,410
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第5図 3C・ 4B区全体図
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IV

1

発1見|き:れ|た1遺1構

弥生時代の遺構 佛11図 )

弥生時代の遺構は、3C地 区からのみ発見されている。遺構の種別 は土坑のみで、26基 が確認 された。 こ

れらは弥生土器や石器が出土することで峻別されたが、形態や覆土の特徴から古代の遺構 と明確 に区別する

ことはできない。遺構は3C区中央部 に散在 して分布 し、その検出面は平安時代の遺構 と同じ黄褐色土層面

である。土坑の平面形は、楕円形あるいは不整楕円形が多 く、その規模は、長径 0。 5～ 2.7m、 短径 0。5～ 1。85m

のものが主体である。不整な形態を呈する±135401378等はいわゆるロームマウンドと考えられる。遺物

は覆土中から弥生土器片、石器類が出土 している。時期的には中期前半に帰属 し、南接 して位置する境窪遺

跡の集落址 と同時期のものである。今回発見された土坑群は、集落の中心部からは大きく北に偏 るものの、

その一部を構成する遺構群 と捉えられる。

2 平安時代の遺構

平安時代の遺構は、3C区の全域 と4B区の溝28か ら東側にかけて分布がみられる。発見された遺構の種別は、

竪穴住居址・掘立柱建物址・土坑・ ピット・溝である。以下、遺構の種別 ごとに分布 と特徴を記述する。各

遺構の詳細なデータは一覧表に譲 り、 ここでは種別 ごと、時期 ごとに遺構を概観することとしたい。なお、

竪穴住居址・掘立柱建物址の分類については文献1に従った。

(1)竪穴住居tlL(第2表・第12～ 29図 )

竪穴住居址は、3C区68軒、4B区8軒の合計76軒発見された。

ア 分布状況

住居址の分布は溝 との位置的関係が強 く、4B区の溝28を 西限としている。また、北限は1次調査区から3C

区にまたがる溝18(1次溝9)である。南限は調査区の外にあるため状況は不明だが、3C区南東隅でみつかっ

た溝24で あると考えられる。住居址の分布も調査区南端部では希薄であり、それを示 している。分布域の

東限は、調査範囲に溝はみあたらないものの、遺構の分布状況や試掘の所見からみて、ほぼ調査区の東縁 と

考えて大過ないと考えられる。この東縁部では住居址の分布が途切れるのと対応 して、地山も礫層に移行 し

ている。

このように、3方向を溝で画された範囲に住居址群が分布する傾向をうかがうことができるが、一方でこ

れらの溝を切る、あるいは溝より外側に存する住居址も少数ながら存在 してお り、集落の継続期間のすべて

にわたって溝がその領域を規定 していたわけではなさそうである。しかしながら住居址 と溝は全 く無関係に

分布する傾向はみられず、空間としての認識が常に存在 したものと考えられる。

イ 形態と規模

今回検出された住居址の平面形はすべて当該期に通有の方形基調のものである。そのうち全形の判明する

72棟 についてみると、78%を 占める56棟が方形で、残 りの16棟が長方形 (長辺/短辺が1.1以 上)である。さ

らに前者には隅丸のもの(30棟 )と そうでないものがある。また後者には長辺より長 く、短辺の1。 15倍以上 と

なるものが11棟存在する(39住等)。

次に平面規模につて。当該期の住居址の規模について、文献1で は一辺3m程度の小型、4m強 の中型1類、

5m程度の中型2類、6m程の大型1類、6。 5～ 7m程の大型2類、8mを超える超大型に分類されているが、今回

-18-



調査 した住居址群についても同様な傾向が窺え、各規模のものが存在する。規模の判明する71棟の構成は、

小型 (床面積5.5～ 6.4ピ ):4棟 (5。 6%)、 中型1類 (8～ 12.4」 ):23棟 (32.4%)、 中型2類 (11。 4～ 19。2」):31

棟 (43。 7%)、 大型1類 (17。 8～ 27。8ピ):7棟 (9.9%)、 大型2類 (25。 7～ 34.3ピ):5棟 (7%)、 超大型(55ピ):1

棟 (1。 5%)と なっている。このうち小型は708期 にのみみられ、唯一超大型に属する39住 は10～ 11期の所産

である。長辺が10m・ 床面積55」 と群を抜 き、その平面形も特異である。

ウ カマ ドと柱穴

今回検出された住居址の大半には屋内施設 としてカマ ドがみられた。また、必ずしも十分な追求ができな

かったが、柱穴は有するものとそうでないものが存在 した。

カマ ドを有さないものはその有無が明らかな71棟のうち、わずか2棟 (1。4%)に 過ぎず、いずれも7・ 8期 の

所産である(33036住 )。

カマ ドの構造は大半が平安時代に通有の石組カマ ドで、煙道が短 く立ち上がるものである。これに少数だ

が、7・ 8期 に属する住居址に燃焼室が壁外に張 り出すものや粘土袖のものがある(40056065071住 )。 また、

カマ ドは廃絶時の破壊や崩壊・削平により天丼部が完存するものは皆無であるが、煙道側の石材のみ残すも

のが少数ある(32・ 42044055062064078088・ 930990122住 )。 このうち78住 では土師器甕の大型破

片を構築材に併用 している。天丼のほか側壁もすべて失い、火床面のみ残存 しているカマ ドも多い。住居の

改築 0拡張等に際し位置を変えてカマ ドを再構築 しているものもある(48049057・ 74住 )。

カマ ドの方向は北壁に設置され焚国が南に向 くもの、西壁で東を向 くもの、東壁で西を向 くものがある。

その構成が確認できた69棟の内訳は、北壁6棟 (8。 7%)、 西壁20棟 (29%)、 東壁43棟 (62.3%)で ある。次に壁

上のどの位置にあるかをみると、各壁の中央にあるものが7割 を超 し、50棟 (北壁5棟・西壁14棟・東壁31棟)

を数える。残る19棟 は端に寄るもので、北壁のカマ ドは西寄 りのみみられ、それ東西壁のカマ ドは北寄 り

と南寄 りの両者が半々で存在する。カマ ドの方向と位置について、時期的な傾向はあまり顕著ではないが、

位置が隅に寄るものは時期が下ると多 くなる傾向が窺える。

柱穴を有する住居址は少数で、有無を確認できる73棟のうち、確実なものは12棟 (16.4%)に過ぎない(370

39058065066067070072089090094098住 )。 時期的には9期以降のものが10棟 と大半を占めている。

住居址の規模 との関係は、小型には該当がなく、7棟は大型に属するものである。

柱配置は4本主柱を基本 とし、2本柱穴 と見 られるものが1棟存在する(98住 )。 主柱穴の配列は方形ないし

長方形で、その配置は四隅に小柱穴が配されるもの(65072089住 )、 カマ ド側 またはその反対側、あるい

はカマ ドと直交するどちらかの壁に2本が接するよう、プランの中心からはオフセットされるものがある(370

39058066067070090・ 94住 )。 この場合、床面にさらに2本の補助柱穴が伴 うものがある(39058・ 67住 )。

工 覆土と遺物出土状況

各住居址の覆土は単一層である場合が多 く、時に大小の土塊を含む。また、中下層に礫が集中的に伴 う例

があり(37039042・ 65073住等)、 その分布状況がカマ ド～床面中央に偏在 し、時に集石 と呼べるほどに

集中する場合 もある(39073住 等)。 これらの状況から考えて、住居の廃絶後、人為的な礫の投棄 と埋め立

てが行われた場合が多いのではないかと考えられる。この礫の中には熱を受けカマ ドの一部を構成 していた

とみられるものもあり、意図的に破壊され床上に廃棄されたような状況を呈していた(65住 )。

遺物は覆土中に土器類の破片が満遍なく含まれるが、完形あるいはそれに近い状態のものはカマ ド内やそ

の周辺、壁下に偏在する傾向が窺える(39・ 47・ 650780121住 等)。 特にカマ ド内には土師器甕類の大破片

が集積 し、カマ ド周囲の床上や貯蔵穴様のピットには皿 0杯・椀などの食器類が多 く残される。これらは生
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活時の姿を留めるというよりむしろカマ ド廃絶時における祭祀行為等の結果 とみられる

オ カマ ド・柱穴以外の屋内施設

カマ ドや柱穴以外の屋内施設 として普遍的なものはないが、遺構 によってはカマ ド脇に貯蔵穴様の楕円

形の大型ピットや張 り出し部を伴 うもの(39042046047・ 51054058070076～ 78・ 890900930940

98・ 9901020104・ 1070旧 120・ 1210124住 )、 性格は不明だが壁に扶 り込みを有するもの(78住 )、 壁溝や

床上に間仕切 り状の溝を伴 うもの(37042043046047049050053・ 57058・ 65066070072077085・

86089093・ 940970100住)等 がある。また、覆土～床面 より鉄滓が出土する遺構が39棟 あり、特に37住

からは15点計1,722gも 得 られているが、特に鍛冶遺構 と呼べるような施設は見当たらない。

力 住居tlLの 類型と時期別分布

出土遺物、他遺構 との重複関係から概ね帰属時期がわかる遺構は76軒 ある。これらの時期別内訳は7～ 8

期38軒、9～ 10期 21軒、11期 ～ 12期 15軒、13期 以降2軒である。確実に7期 より古い遺構は見出されない。

また、15期 まで下るものも同様にみられない。時期的な分布傾向から集落の中心 となる時期は708期 とと

らえられる。

文献1で は上述ア～ウの傾向に基づき、住居址の類型化が行われている。本遺跡の検出遺構についてもそ

れに当てはめて時期的な住居址の分布を概観する。

ア)7～ 8期 (9c後半 )

33-36040・ 44′ ′ヽ47053-56・ 60064065067068・ 71073074075078079081084～ 860930

95・ 9901040120旧 0120新 0121～ 1230125住の38棟が該当する。

A群 (カ マ ドが存在 しないもの)2棟 (33036住 )、 B群 (方・長方形プランでカマ ド・主柱穴をもつもの)2棟 (650

67住 )、 D群 (方・長方形 プランでカマ ドを有 し主柱穴をもたないもの)25棟 (40044～ 47053～ 56060・

64068071073～ 75078079084～ 86・ 950990104・ 1220123住 )、 E群 (住居の隅にカマ ドを有 し主柱

穴をもたないもの)5棟 (34093・ 旧120・ 新1200121住)が ある。B群の2棟はいずれも大型2類の方形住居で

ある。

イ)9～ 10期 (10c初頭～中葉)

31032037038・ 48～ 5005805906306907007207609009109609709801000101住 の21棟がある。

B群 6棟 (37058070072・ 90098住 )、 D群 11棟 (31・ 32・ 38048050063069076096・ 970100住 )、 E

群2棟 (49091住 )が ある。B群 はいずれも方形で大型102類を主体に中型1・ 2類2棟が加わる。

ウ)11～ 12期 (10c後葉～ 1lc前葉)

39041～ 43051052062・ 66077087～ 8909401020124住の15棟が該当する。

B類4棟 (39066089094住 )、 D類9棟 (41043・ 510520620770870880102住 )、 E類 2棟 (420124住 )が ある。

B群は超大型の39住 に加え、中型2類・大型1類で構成される。D類のうち770870102住 の3棟は長方形2類である。

工)13期以降 (1lc中葉以降)

57061住 の2棟が該当する。長方形2類でA群の61住 と方形・D群の57住がある。

(2)掘立柱建物址 (第3表・第30～ 32図 )

掘立柱建物址は、3C区から12棟が検出された。形態は3間 ×2間 の側柱式建物、2間 ×2間 の側柱式建物、2

間×1間の側柱式建物、その他の形態が見 られ、それぞれ7棟、4棟、1棟、1棟 を数える。

掘立柱建物址の主体をなす3間 ×2間 の側柱式建物は建4010～ 12014015が 該当する。
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その形態・規模は桁行3間 (5。 7～ 6。4m)× 梁間2間 (4～ 4.6m)、 面積23.4～ 27.6」、梁 :桁 =1:1。 3～ 1。 5

の長方形が主体的に存在 し、建12は北側 に庇を有 している。これらに加えて、狭長で小型の建4、 方形でや

や小型の建10が加わる。柱穴はいずれも円形基調で、大半が直径50～ 80cmで あるのに対 し建4のみ40cm以

下 と小さい。建物の長軸方向は建14015が東西、他は南北にほぼ正確に向 くが、建4の み軸方位が他 とずれ

ている。また、 これらの分布域も建4を 除き3B区の南部、32住 069住・73住・74住 を結んだ範囲に集中する

傾向が明確に窺える。

2間 ×2間 の側柱式建物は建50609013が該当する。 このうち建9は東側 に2間 ×2間の張 り出し部ないし

は庇を有している。形態的には桁行2間 (4～ 5m)× 梁間2間 (3.5～ 4m)、 主屋部分の面積 15。 5～ 17。 3」、梁 :

桁 =1:1.3以 上の長方形プランとなるものは建13の みである。規模的には3間 ×2間建物の3分の2程度 といえ

る。柱穴の規模・平面形は3間 ×2間建物 と同様である。分布は3間 ×2間建物 とは重複することな く、東側

に2棟、西側にやや離れて2棟が存在 している。

2間 ×1間の側柱式建物は建7が該当する。非常に小形で、その位置は3間 ×2間建物の東にあたる。

その他の形態 としては建8がある。 この遺構は2間 ×2間 の長方形側柱形態だが、桁・梁の中間の柱穴が外

側に配置され、一直線 とならないものである。

これらの掘立柱建物址の帰属時期は直接的な出土遺物が少ないため明確に示すことはできないが、住居址

との重複関係等を考慮すると、7～ 8期 に並行するものがほとんどではないかと考えられる。一般的に松本

平では9期以降に下る掘立柱建物址については確実な例が少なく、その様相は判然 としていない。

(3)ピ ッ ト列 (第4表・第33～ 35図 )

3C区 にのみ見 られ、主 として南半部に集中している。調査時に柱穴列 としたものに加え、柱穴 と呼ぶに

は浅いものながら、直線的に酉己列するものも積極的に捉:え、これらをピット列 として扱う こととした。

形態的には直線状のもの、L字状ないしT字状に屈折するもの、多数の小 ピットが直線状に群集するもの

がある。前2者 は南北または東西に軸を振 り、3B～ 3C地区の広い範囲に分布 しつつも、3間 ×2間建物群付

近に集中する傾向が窺える。これらの中にはピット列5の ように建10に伴 う柵状の付属施設があ り、建 12と

ピット列10も 同様な関係 と考えられる。

小 ピットが群集するピット列18は溝18北縁に平行 し、同遺構に付属する柵等の施設が長期間にわたり改築 0

改修を重ねた結果 と考えられる。この溝18は 2A区の溝9へ と連なるものであるが、2A区ではピット列は確認

されておらず、3B区西側で程なく遺構が切れるものと捉えられる。

このほか、ピット列11は浅い土坑状の掘 り込み底面に複数の礫が栗石状に存 していた。浅い土坑状のピッ

ト列は概 して3B区中 0北部に見 られ、その規模も2間である場合が多い。

ピット群からの出土遺物は大変わずかで、詳細な帰属時期を決定するには至らない。

(4)土坑・ピッ ト (第 6～ 9037図 )

住居址の分布域 と重なって土坑316基 0ピ ット1,422基が検出された。遺構の検出段階では両者は概ね直径

50cmを境に区別 した。従ってピット=柱穴 とはならない。これらのうち、その後の検討により掘立柱建物

址 とピット列を構成するピットと捉え直したものがある。報告段階ではそのまま欠番 とせず表示 した。

本報告では建物址等に伴わない土坑のうち、遺物が伴 うものを中心に27基 を図化提示 した。あまり特徴

のない円ないし楕円形のものが多い。

図化 したもののうち、±1240は小形で浅い楕円形土坑であるが遺物を多含 し、土師器杯・椀、黒色土器

椀等 17イ固体を図化提示、9期 の一括資料を得た。隅丸長方形の±1260も 比較的遺物が多 く、土師器杯5点 0
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灰釉陶器皿1点 など10期 の一括資料を得ている。±1343は不整形で大形の浅い土坑で、南東隅に礫が集積す

る。また北寄 りの底面には黒色土粗 杯・皿、須恵器杯、灰釉陶器椀、土師器甕などが集中していた。7～

8期 の遺構 と考えられる。±1406は長径lmの楕円形・す り鉢状の土坑で、底面より若干浮いて須恵器甕体部

上半が逆位で据えられたように遺存 していた。その内部にも同一個体の破片や墨痕のある灰釉陶器椀、土師

器耳皿、穿孔のある土師器底部 (耳皿か)他9～ 10期 の土器・陶器類が数多 く残されていた。

(5)溝状遺構 (第 13～ 16036038039図 )

住居址、掘立柱建物址に次いで特徴的な古代の遺構である。調査後の検討で同一の遺構 と判明 したものも

あるが、調査段階では3A区で2基、3C04B区 で15基 を確認 した。 これらは遺構のあり方から見てすべて人

為と捉えられるもので、平安時代の居住域の外縁や内部を区画する意図を有 していたと考えられる。

ア 3A区

3A区 における平安時代の遺構は2基の溝状遺構のみである。これらは3C区 と同様、黄褐色シル ト層上面で

確認され、遺構の底面は下層の黒褐色粘質土層まで達する。

溝11はA区 をN-31° ―E方向にほぼ直線的に走る溝状遺構で、調査範囲での延長は76m、 さらに南北に続 く

長大な溝状遺構の一部 と考えられる。調査区中央部付近では西からN-86° …Eに走る溝13が合流する。 これよ

り南側では検出面を黒褐色粘質土層上面まで下げたため、上端輪郭は失っている。遺構の幅は2。6m内外を

測 り、断面形は整然 とした逆台形を呈する。いずれも各地点で一定 し強い規格性を窺わせ、さらに底面は貼

土を施 した形跡も見 られる。底面の両側縁には小溝があ り、 これも溝13と の合流点以南では侵食により乱

れるが、おそらく意図的に設けられたものと考えられる。検出面から底面 までの深さは0。 5m内外で、南→

北の比高は-0.5mで ある。覆土は底面に砂が堆積 し、浸食が見 られることからある時期に水流があったこと

が窺える。

溝13は溝11よ り幅の狭い遺構で、検出面での幅 1。7m・ 深さ0。 5m内外、断面形はV字状を呈する。調査区

内での確認延長は27mで、西端部は製瓦用粘土採掘により失われている。

これら2基の溝状遺構は、底面から須恵器杯、軟質須恵器杯、黒色土器A杯・同椀、灰釉陶器椀、土師器小型甕、

甕が出土 してお り、食器類は完形品も得 られている。 これらの遺物の様相から7期～ 8期 頃に存 した遺構 と

考えられる。

なお、溝11の北側の延長については調査対象範囲外 となるため確認できていないが、おそらく調査区か

ら200m程の地点で三間沢り||に達 していると考えられる。南俣Jの延長については3C区にかけての試掘調査に

より3C04B区方向に延びていることが確認され、4B区の溝28に接続するものと考えられる。両者はシル ト

質土壌により短期間に埋没 している点に共通性があり、時期的にもほぼ整合 している。溝13は 製瓦用粘土

採掘によりその延長は確認できていない。

イ 3C04B区

居住域の外縁を区画するものに溝18020・ 21024028030034039が ある。溝18020039は調査区ごと別々

に命名しているが、一連の同一遺構 と捉えられる。

溝28は居住域の西縁を南北に区切る2基の溝状遺構のうち外側に存するもので、調査範囲での延長は直線

で116mにわたる。その走向は大 きく蛇行 しながら北→北西へと向きを変えている。遺構の埋没状況および

断面形は6本の トレンチ調査により概ね判明し、幅2.2～ 4。3m、 断面形はV字状をなす。 トレンチA～ Gの

比高は北→南ヘー0.7mを 測る。覆土は砂 0シル トからなる水性の堆積物からなり、最終的には褐色シル トに
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より短期間に埋没 したと捉えられる。

なお本遺構の両側には細 く浅い溝30034がほぼ平行に走っている。これらは幅0。4～ 0.9m・ 深さ0.1～ 0.4m

で、溝28と は0.2～ 2.2mの間隔をおいている。その状況から両者は同時に機能 していたものと考えられる。

調査区南寄 りの溝36は溝34と 関連する遺構 とみられるが両者は接続せず、位置的にも溝34よ り外側 に配さ

れている。

溝20(39)は溝28の東側2～ 7mの位置をほぼ平行に走る。幅2.3～ 5.3m・ 深さ0。 2～ 0。 7mを測 り、断面形

は逆台形を呈する。南北の比高は北→南で-0。 7mで ある。この遺構は調査区北寄 りの溝39A O Bト レンチ間で

溝28に 接続する溝 と東北方向、2A区溝9(=3C区溝18)に 続 くと推定される浅 く平坦な底面の溝に分岐する。

これらの覆土は溝28と 同様、水流性の細砂 0シ ル トが堆積 し、同じような過程を経てほぼ同時に埋没 した

と考えられる。両遺構の接続部は最終埋没の際に浸食を受けたためか、外形が不自然に膨 らむ。

溝18は 幅2。6～ 2.7m・ 深さ0。 1～ 0。 3m、 2A区調査範囲までN-89° ―E方向に直線的に走る。 また底面 もほ

ぼ水平で平坦な面をなす。東は3C区で末端 となるが、さらに東にも溝状の落ち込みがあ り、覆土や底面の

状況から溝18の 延長の可能性も考えたが平面形状は不整な弧状を呈 している。先に触れたように本遺構は

2A区の西で溝39に 接続するものと推定される。

溝24は居住域の南を区切るものと考えられる。調査範囲の延長31.6m・幅4.2m以上、深さ0.8m内外を測る。

断面形は逆台形で、覆土は黒色土が上層を覆 う。溝28の ような水性の堆積物はあまり見 られない。満の北

縁には幅0。 4～ 0。5mO深さ0。3m内外の小溝が並走している。遺構の確認当初は溝24の範囲として捉えたが、

掘 り下げの結果別の遺構であることが確認された。従って両者の間は周囲よリー段低 く距離も非常に狭い。

これらは溝28と 両脇の小溝の関係 と性格的に共通するものと考えられよう。

以上の居住域を区画する溝状遺構の帰属時期であるが、溝28は重複する住居址がいずれも新 しく、それ

らの中で最も古い1210122住が8期 の遺構であるのでそれ以前 と考えられる。溝20は 出土遺物に古手の底部

ヘラ切 りの須恵器杯A、 8期以前の黒色土粗 杯がある。また溝20と 28は 調査区北部で接続 してお り、同時期

に存 していたものと推察される。溝24は黒色土器杯Aが出土 してお り、形態・技法的に見て7～ 8期 に位置

づ くものである。遺構のあり方から見ても溝28等 と同時期であろう。溝18は 出土遺物がなく判然 としない。

2A区では溝9が9期 の16住 を切ると判断しているが、 この切 り合い部分の溝内から出土 した延喜通費・円盤

状鋼製品 01対の鐙の吊金具の出土状況を再検討 した結果、溝9の埋没後に構築された16住 に伴 うものとみ

なされ、溝は9期以前の遺構であったと判断される。覆土の状況等 と照らし合わせた結果 として、 これら居

住域周縁の区画を目的とした溝状遺構は大半が8期 までに洪水性の堆積により短期間に埋没 したものである

と考察される。その構築時期はわからないが、集落の中で最も古い7期 の住居址より以前まで遡 る可能性も

考えなければならないであろう。

次に居住域内にある溝状遺構だが、3C区の溝22023は 幅0。 5～ 1。4m e深さ0。 1～ 0。 2mを 測 り、若干蛇行

気味に調査区内をN-8° ―W方向に貫 く。覆土は暗褐色土が堆積 し、水性の堆積物は見 られない。居住域外縁

の溝状遺構 とは異なる。遺構内からは9期 に帰属する土師器杯・椀、灰釉陶器椀 0皿、緑釉陶器片などがま

とまって出土 している。溝17は溝22の東約32mに ある。北側はピット列15に接して切れる。南側はピット列

16の北で切れるが、 この付近では溝幅が土坑状に膨 らみ、他 とは様相が異なっている。溝に伴 う何 らかの

施設があった可能性がある。溝17の南には溝19がある。途中途切れているものの、両者は一連の遺構の可

能性がある。両遺構共に幅0.6～ 0.7m e深 さ0。 1～ 0。 2mを測 り、一連のものと捉えると溝22と ほぼ平行にな

る。溝17か らは土師器杯・灰釉陶器椀・緑釉陶器皿が出土 してお り、8期以降の遺構 と考えられる。

その他の溝状遺構 として幅が狭 く短い溝25026が ある。溝26は溝18に関連するものと考えられる。
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3 中世の遺構

中世の遺構は、明確に分布の偏 りがみられ、4B区 にのみ検出されている。発見された遺構は、大半が土坑で、

他にピット0溝がみられる。ここでは遺構の種別 ごとに概略を記述するにとどめ、遺構の詳細データは一覧

表 (『資料編』に収録)に譲った。

(1)土坑 (第40～ 62図 )

ア 分布

土坑は、総数1,749基発見されている。これらは±3345を 除き、すべて墓址 と考えられる。 これらの分布は、

すべて溝28の西側に集中している。各土坑の分布状況をみると、単独1基のみで存在するものはほとんど見

られず、3～ 10基以上が重複 して検出されたものが大半を占める。重複 した数基の土坑群が多数集 まって1

つのグループを形成 し、そのグループが多数集まって墓域を形成 しているものと考えられる。

イ 平面形態

平面形態は、隅丸長方形を呈するものが最も多 く、806基みられる。以下、楕円形272基、隅丸方形237基、

円形176基、長方形22基、不整隅丸長方形12基、不整形9基、方形8基、不整楕円形3基、不整長方形3基、不

整隅丸方形2基、不明208基である。この結果から、平面形態では圧倒的に隅丸長方形を呈するものが多い。

ウ 種別

墓の種別は、大別 して火葬墓 と土坑墓に分けられる。集石墓・土坑墓がみられる。火葬墓は、掘 り込まれ

た壁面や底面が被熱 してお り、覆土中から焼土や炭化材、焼骨が出土するものを分類 した。これに該当す

るのは、±24200±30460± 3320の みで、全体のわずか0。2%に すぎない。集石墓は、覆土中に円または亜

円礫や意図的に破砕された礫が多量にみられるもので、±23640238002411024230271002707030330

30340303803155・ 3218032210322803254・ 3277032780358503586・ 361403637・ 3653036580

3662036640367803758・ 402604035の 28基 (1。 6%)が該当する。これら以外は、すべて最も多 くみられる

のは、土坑墓で、1,718基 (98。 2%)を 数える。

工 遺物出土状況

土坑内から遺物が出土する例は非常に少なく、1,748基のうち252基 の土坑 (14。 4%)し か確認されていない。

残 りの1,496基 からは、全 く出土遺物が得 られなかった。出土内容をみてみると、陶磁器のみが出土 した土

坑は、90基、銭貨のみが出土 した土坑が73基、銭 と陶磁器の双方が出土 した土坑は12基 みられる。また、

不明金属製品が出土 した土坑は、89基 ある。

今回の調査では、1,748基 もの墓址を調査 したが、墓標・五輪塔 0卒塔婆などの墓の上部にあったと考え

られるものの出土は一切みられなかった。

オ 時期

出土遺物等から、判明した土坑の帰属時期は、12世紀末～16世紀初頭までの長期間にわたっている。

(2)そ の他の土坑 (第62図 )

4B区 の北東部に検出された±3345は墓址 とは異なった様相を呈 している。その形態は隅丸方形を呈 し、
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南西隅が丸 く張 り出す。また、北壁中央には入口部 と考えられる突出部が取 り付 く。中軸線上での規模は南

北5。 28m(突出部含む)× 短軸3.65mで ある。検出面から底面までの深さは85cmで、壁は直に立ち上がる。突

出部底面は緩いスロープ状を呈 している。

本址の覆土中からは炭化種子や炭化柱材、炭化屋根材などが多量に出土 した。炭化材はスギ材・ズギの樹

皮 0ク リ・コナラ・ヤナギ・クルミ 0カ エデ・クヌギがみられるが、スギ材が最も多い。炭化種子は、アワ、

ソバ、オオムギ、モモ、クルミがみられる。 このうちソバは、他の穀類 とともに団子状になって出土 した。

出土遺物では、炭化材 とともの漆器の小片、ロクロ成形の中世土師器、銭貨 (嘉祐通費・聖宋通費・天聖通費 0

開元通宝・ その他不明数点)がみられる。また、炭化 した建築材が出土 していることから、建物 としての上

部構造が存在 し、焼失 して埋没 したものと考えられ、竪穴建物址 と捉えるべきものであろう。本址の帰属時

期は、年代を特定できるものが少ないため不明だが、土器類や炭化木材の放射性炭素年代測定の結果から総

合的に判断して16世紀初頭、すなわち4B区の墓址群形成の終息期の遺構である可能性が高いと考えられる。

参考文献

1(財 )長野県埋蔵文化財センター 1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4-松本市内その10総論

編―』
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第2表 竪穴住居址一覧

遺
構
Ｍ

平面形 長軸|*1短軸|メ:深(lω

4搬昇 遺構所見 一櫛酬韮軸1方向 床1面積(ボ )

不 明 460× <288>× 32 東壁中央
石組

西半部は土取 りにより破壊される。カマドは袖の一部を残す。カマド脇に
浅いピットが存する。遺物は非常に少ないが緑釉陶器椀の破片が出土。

10期
N-89° ―E <9。 1>

32
隅丸方形 446× 412× 32

東壁中央
石組

P55に切られる。壁の立ち上がりはなだらかである。カマドは両袖を残す。
遺物はカマドから北東隅にかけて多い。緑釉陶器片3点・銅銃片・不明銅
製品 0釘2点・鉄滓5点が出土。

9期
N-83° ―E 14.0

33
隅丸長方形 292× 248× 10

な し ±1240を 切る。カマド、柱穴等はみられない。遺物も非常に少なし 7～ 8期
N-11° ―E

隅丸長方形 298× 264× 42
東壁北端

±1557に 切 られる。カマ ドは火床面を残すのみで、石材の抜き取 り痕 と
考えられるP203が 両側に存 し、構築材の礫が周辺に散乱。遺物はカマ ド
周辺から少量出土、特殊なものとして紡錘車1点 がある。

7～ 8期
N‐ 92° ―E

隅丸方形 448× 416× 28
不 明

36住 を切る。37住、P62063065に 切られる。37住 により大半を失い、カ
マドその他の施設は不明。遺物は少ない。鉄滓1点 が出土。

8期
N-11° ―W (16.8)

隅丸長方形 460× 408× 40
な し

35住、±1406、 P4406206305010502に 切られる。遺物は少ない。鉄滓
2点が出土。

8期
N‐ 6° ―W 15。9

方形 572× 552× 50

東壁南寄 り

35住 を切る。P65に切られる。カマドは火床面と煙道の立ち上がりを残す。
ピットは16基が検出され、柱穴の可能性のあるものを含むが、その配置は
判然としない。覆土中には全体的に礫が多く、遺物はカマ ド周辺と南壁～
西壁にかけて食器類が完形に近い状態で多く出土。特殊なものとして墨書
土器7点、緑釉陶器椀 0皿類11点、耳皿5点、転用硯2点 (朱墨1点 )があるほか、
金属製品として円盤状の金鋼製品、刀子、鏃2点、釘2点、鉄滓15点がある。

9期
N-83° ―E 27.8

38
隅丸方形 380× 340× 20

西壁中央
±12450124601249に 切 られる。カマ ドは火床面および両袖の基部のみ
残す。遺物は食器類を中心に多 く、特殊なものとして墨書土器1点、緑釉
陶器4点、不明鉄製品1点、鉄滓2点がある。

10期
N-82° ―W 10。2

39

長方形 1000× 720× 68

北壁西端
石組

P720358に 切 られる。カマ ドは天丼部を失い、両脇に貯蔵穴と思われる
大形ピットがある。柱穴は整然と配置され、P1024025026の 4基が主柱
と捉えられる。その他、主柱間に2基、壁下に桁行5間 ×梁間3間で配列す
る補助柱穴が認められる。遺物はカマ ド両脇のビット内を中心に数多く、
墨書土器2点、緑釉陶器香炉、椀・皿類4点、黒色緻密安山岩製巡方、鉄鏃、
肘金具、鉄滓2点 などの特殊遺物がみられる。

10～ 11期
N-4° ―W 55.0

40
隅丸方形 392× 388× 22 西壁北寄 り

張 り出し
41住 に切られる。カマドは天丼部を失う。遺物は少なし 8期

N-81° ―W

41
方形 352× 352× 20

北壁中央
40住、±1255を 切る。カマ ドは火床面のみ残存、構築材を含む礫がカマ
ド前の床上に散乱。遺物はカマド内および両脇に多く、特殊なものとして
墨書土器1点、鉄滓が出土。

12期

N-3° ―E 11.0

隅丸方形 392× 376× 44

北壁西寄 り
石組

南東隅を撹乱される。南壁下に周溝がみられる。カマドは両袖と支柱石を
残す。カマド脇には2基のピットがあり、1基は西壁外に張 り出す。ともに
貯蔵穴と想定される。遺物はカマドやこれらのピット内に多くみられるほ
か、南壁～西壁下にかけて食器類が点列状に残されていた。中央部の床面
から覆土下層には礫が集中する。特殊なものとして北東隅より鉄滓が出土。

11期
N-7° ―W 11.3

43
隅丸方形 380× 356× 36

西壁中央
石組
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11期
N-95° ―W

44

方形 326× 300× 18

東壁中央
石組

カマドは両袖を残す。天丼構築材と考えられる石材が右脇に散乱する。四

T鍵だとおぶ婆漿異
|け、ま勢マY奮環]:ザど¥ど

ミ
睦轟霧墨趾F撲嚢奮

として釘が存在。

7期
N-87° ―E

45
隅丸方形 400× 380× 16

東壁中央
±1318に 南東隅を切 られる。カマ ドは火床面のみ残し、構築材 と思われ
る礫が床中央に散在する。遺物は非常に少ない。

7～ 8期

N-90° ―E 11。7

46
隅丸方形 372x (348) x20

東壁中央石
組

区域外にかかる。北・南壁に周溝あり。カマ ドは火床面と袖基部のみ残す。
カマド両脇には貯蔵穴状の浅いピットがある。遺物はカマド周辺、ピット
内を中心に食器類が少数出土。鉄製品として鎌が得られた。

8期

N-89° ―E (10.5)

47
隅丸長方形 380× 336× 28

北壁中央
石組

南～西壁に周溝あり。カマドは天丼部を失うが、袖、支脚石が良好に残る。
カマド脇および東壁下には貯蔵穴状の大形ピット2基があり、内部には礫・
遺物が多い特殊な遺物として墨書土器1点 が出土。

7期

N― O° 10。 5

48

隅丸方形 420× 372× 30

東壁中央 鼻姦な革急だ鯵やF奪線をζ秀菅9零赤藉周黒露紫誦 、彼舅黎F分
子2点、紡錘車1点 も出±。

9期

N-84° ―E 11.6

49

隅丸方形 488× 456× 20
東壁南端
石組

北・南壁下に周溝あり。カマドは火床面と袖基部を残す。構築材と思われ
る石材が手前に散乱する。また、西壁下には旧カマドと思われる火床面が
残る。遺物は少ないが、墨書土器片1点、暗文のある黒色土器椀1点、刀子、
鉄滓が出土。

10期
N-87° ‐E 18.4

50
隅丸方形 416× 400× 36 東壁中央

石組
P326に切られる。床面。ピット4基。南東隅に周溝あり。カマ ドは両袖を
残す。西壁寄 りに円形のピット4基がある。遺物は少ない。

9期

N-92° ―E 12.6

51
隅丸方形 400× 356× 24 東壁中央

石組
±131301314を切る。4壁 はだらだらと立ち上がる。カマ ドは天丼と両袖
を失う。カマド左脇には貯蔵穴状のピットが存する。鉄滓2点出土。

11期

N-89° ―E

52
方形 416× 408× 14

東壁中央
石組

顧膏纏奥署森系堤琶電弊l饉lTZ:4St誘導プ撃薪ζ又
個体分が出土。他に釘、鉄滓がある。

10～ 11期
N-90° ―E 13.7

隅丸方形 520× 484× 36
西壁中央

54住 に切られる。南壁下に周溝がみられる。カマドは火床面のみ残す。墨
書土器3点、緑釉陶器1点、刀子2点、鉄滓2点 が出±。

8期

N― O° 20。 7
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遺
構
Ｍ

平面形 長軸XI短軸,XI深|(lω 力||マ|ド位1置

|■形態●I 遺構所見 推1定

1時期主軸1方1向| 床面積(ポ)

隅丸長方形 468× 408× 28
西壁中央
石組

53住 を切る。カマドは火床面のみ残る。覆土柱には全体に礫が散在する。
遺物は北半部を中心に出土するが量は少ない。墨書土器3点、不明鉄製品
が出土。

8期
N-90° ―W 15.0

隅丸方形 404× 380× 36
東壁中央石

組

P349を切る。ピット5基のうち4基 は4隅 にあり、位置的に柱穴の可能性も
考えられるが浅い。カマドは天丼と袖の大半を失う。遺物はカマドを中心
に甕類が多く出土、他に鎌、不明鉄製品各1点 が得られた。

8期
N-90° ―E 12。4

方形 352× 344× 28 央
し

中
出

壁
り

北
張

カマ ドは壁外に大きく張 り出す。遺物はカマド内外に甕類がみられたほか
はほとんどないが、針状の銅製品が出土している。

7～ 8期
N-4° ―E

隅丸方形 496× 480× 36

東壁北端
石組

P1320に切られる。南壁および北壁下に周溝がみられる。床中央および西
壁下のP6に は炭化物の集中が認められる。カマ ドは両袖を残し、手前か
ら右脇にかけて構築剤その他の礫が集積する。遺物は灰釉陶器を主体とす
る食器類がまとまって出土、特殊なものとして緑釉陶器1点、鉄滓、鋼製
品がある。

12～ 13期
N-94° ―E 19。 2

隅丸方形 632× 632× 24

西壁中央
石組

P391039203930394に 切られる。東壁中央を除く壁下に周溝がめぐる。ピッ
トは6基が主柱穴と捉えられ、入 り口部と推定されるP7-P8間 の床上にも
関連する小ピットがある。カマドは天丼部を失い、構築石材が手前の床上
に散乱する。遺物はカマド周辺から出土した食器類のほかは少ない。他に
不明鉄製品、鉄滓2点 がある。

9期
N-95° ―W 33.5

不 明 572× <424>× 10
不 明

北半部を撹乱で失う。東寄 りの床上に焼土がみられるがカマ ドか否かは不
明。遺物は少ないが、鉄鏃1点 が得られている。

10期
N-6° ―E <16。 1>

方形 420× 412× 16
東壁中央

カマドは火床面のみ残す。南壁中央下には半円状に床の高まりが認められ
る。遺物は非常に少ない。

7～ 8期
N-83° ‐E 14.8

隅丸長方形 372× 300× 12

不 明 腫:鎮詔&‰馬要1鶏ζ諸負鵠 |』毒寛番夏2黍虜壁f切ご
れない。遺物は少なく食器類が中心である。

14期
N-10° ―W

方形
448× 416× 44

15。 9
東壁中央
石組

±139601397を 切る。P544に切 られる。カマドは天丼を失う。西北隅お
よび東北隅、床中央には大形のビットが存する。遺物は食器類を中心に多
い。カマド焚き口にはほぼ完損の土師器脚鍋が潰れていた。特殊なものと
して西壁下より出土した鋤先や墨書土器1点 がある。

11期
N-90° 中E

方形 408× 368× 28
東壁中央
石組

調査段階では64住 に切られると判断したが出土土器の様相は本遺構が古
い。西壁下にピットが集中する。カマドは両袖の基部と火床面を残す。遺
物はカマド内から北東隅に集中する。特殊遺物として墨書土器、緑釉陶器
各1点、鉄滓2点が出土。

9期
N… 85° ―E 12.0

隅丸長方形 420× 364× 36
東壁中央
石組

調査段階では63住 に切られると判断。カマドは天丼を失うが、煙道は良好
な保存状況である。遺物はカマド内外から食器類、煮炊具類が多く出±。

7～ 8期
N-86° ―E 12.0

65

方形 632× 624× 60

東壁中央
粘土

81住、P752を切る。±1484に 切 られる。カマドは天丼を失う。カマド両
脇および南～西壁下の円形ピットは柱穴と捉えられる。カマド左脇には礫
が集積するほか、東半部を中心に覆土柱の礫が多い。遺物は、北東～南西
にかけての覆土中に多量に分布。特殊遺物は墨書土器1点、緑釉陶器5点、
刀子1点、鉄滓4点がある。

8期
N-100° ―E 29。 9

隅丸方形 432× 428× 34
東壁北端

石組

土
る
り

すヽ
寄

住
走
壁

６７
北
西

北東隅を撹乱にあう。南壁下に周溝、床中央に南
り。カマドは撹乱により片袖を失う。東壁下および
卜が存する。遺物は比較的少ない。

12期
N-90° ―E 13。 9

67

方形 644× 644× 32

東壁中央
石組

68住、±1501を 切る。66住、±1402、 P519に切 られる。カマ ドは火床面
と両袖の基部を残す。主柱穴はカマ ド両脇から西壁上に8基の配列が認め
られる。カマド右脇には貯蔵穴状の楕円形ピットがあり、当該部分の壁も

顆腐ltllM5t鴨贄燻鶏屎%よそ靡鬱獣≒ギ
板状の土製品がある。

8期
N-87° ―E 34.3

68
方形 612× 560× 28 不 明

圭筆鮮峯恭段2:切
る。67住、±1404に切られる。特殊なものとして墨書 7期

N-1° ハV (31.0)

69

隅丸方形 452× 440× 36
北壁中央
石組

鵠 蠍繕由鯛り嗚又黙恥竪甥斃苧劣傷導瞥
ギ

=ミ
ヵi翌sピ

ツトヽ 南寄 りの床上に食器類の完形品が遺存する。他に鉄
9期

N-0° 15。8

隅丸方形 512× 488× 44

東壁中央
石組

諜菟ギ撃醍認観ツ織結ぷ」ヵミF野守猶蔀裕

難:農妻鼈驚妻蜃賽曇11%睾鋏箋Zf尋

10期
N‐ 94° ―E 18。2

隅丸長方形 288× 256× 16 央
し

中
出

壁
り

西
張 壇楊抵,こ卜黍雪羽岳属漕ダ簿毛養鼻桑、

ド
曇襲漂離張し(崎部が残る。 7～ 8期

N-90° ―W

方形 500× 490× 36

東壁中央
石組

10期
N-91° ―E 22.1

隅丸方形 396× 380× 32
東壁中央
石組

懲Σ∫壇蕩蒼車Б皇香3をア辱甲倉皇T琴西≧FI堰垢早霙爺察誓ふ警3だ
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8期

N-92° ―E 11.4

方形 404× 388× 36
西壁中央 錨為鑽 卜乳ま1讚謂熙盟鰊哲釉薦脱犠鶴鵬 7～ 8期

N-90° ―W 13.6
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1平面1形 長1軸 |え1短軸|*1深 (1轟)

肇1搬1軍
遺構所見

推定
1時期

主1軸1方1向 床1面積(ボ)

隅丸方形 344× 332× 28
東壁中央

建11・ 12と 重複するが新旧は不明。74住 を切 りP1287に切 られる。カマ ド
は火床面のみ残す。構築材と思われる礫はカマドの前にまとめられていた。
遺物は少ない。

8期
N-86° ―E

76
方形 360× 332× 26

西壁南寄 り
煙道64cm

カマドは火床面と煙道のみ残す。カマ ド脇(南西隅)に は礫の入った貯蔵穴
状のピットがある。北東隅にも楕円形ピットがみられる。遺物はカマドか
ら南西隅のピットにかけて食器類や鉄製品が残されていた。

9期
N-90° ―W

77

長方形 492× 424× 24
西壁中央
石組

北壁下に周溝が存する。カマドは初度面と両袖基部を残す。カマドから床
中央にかけて礫が散在する。南西隅に楕円形ピット、南東隅にも隅丸方形
の大形ピットがある。遺物はカマド周辺から西半部に多い。特殊遺物とし
て円盤状の鋼製品、刀子・鏃など鉄製品6点 が出土している。

11期
N-91° ―W 17。 7

78

隅丸方形 664× 600× 70

東壁中央
石組

P801に切 られる。掘 り込みの深い遺構である。カマ ドは天丼を失 うが煙
道が良好に残 り、土師器甕片で天丼を構築している。北壁中央および南西
隅にはテラス状の段がある。また、西壁の2箇所には床側に半円状に張 り
出すテラス状の高まりがあり壁側も扶 りこんでいる。北側のものについ
ては覆土下層に火床面が存 した。ピットは配列が不整であるが、P7090
12013014等 に柱穴の可能性を残す。P6・ 15は 遺物を伴い、一部壁を扶
りこんでいる。遺物は覆土下層から床面にかけて多く出±。主として東壁
のカマド周辺に集中する。その主体は甕類で、特殊遺物として墨書土器が
1点、刀子2点、釘1点、鉄滓2点がある。

7期
N-87° ―E 25。 7

79
隅丸方形 380× 356× 44

柵̈
北壁下に周溝が存する。カマ
は浅 く大きい貯蔵穴状のピッ
ていた。
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N-86° ―E 9。 5

81
不 明 <324>× <56>× 20

不 明 65住 にほとんどを切られ、北壁のみ残存。遺物も皆無に等しし 8期以前
不 明 <0。 6>

方形 368× 364× 34
東壁中央

石組

カマ ドは両袖および天丼石の一部が残る。焚き口には天丼石が横たわる。
北東隅には浅い楕円形の大形ピットがある。遺物はカマド内から出土した
甕類を除いて数少ない。

7～ 8期
N-86° ―E 10.8

隅丸方形 (336)× 308× 28 東壁中央
石組

86住 に切られる。東～南壁下に周溝がめぐる。カマドは火床面と左袖を残
し、構築材と思われる礫が手前の床面上に散乱する。遺物は非常に少ない。

7期以前
N-92° ―E (8。 4)

方形 464× 440× 32
東壁中央

85住、P870を切る。撹乱にあう。カマ ドは両袖の基部を残す。北東部隅
に段を設ける。南東部には火床面がある。遺物は少いが、カマドから南壁
沿いに食器類、甕類が残存、他に鉄鏃、鉄滓6点 がある。

7期
N-87° ―E 18.0

隅丸長方形 360× 296× 22
東壁中央
石組

カマドは天丼部を失う。構築材の礫が手前に散在。北壁下に浅い円形ピッ
トがある。遺物は少なく、カマド周辺に食器類が残存していた。特殊なも
のとして墨書土器、緑釉陶器、鉄滓がある。

10～ 11期
N-89° ―E

隅丸方形 516× 468× 52
東壁中央

石組

壁面はなだらかに立ち上がる。カマドは袖の基部から煙道にかけて構築材
が良好に残る。遺物はカマ ド周辺と西壁下から食器類、甕類が出土した。
特殊なものとして墨書土器、転用硯がある。

11～ 12期
N-90° ―E 17.8

隅丸長方形 492× 416× 40
西壁北寄 り

石組

P1074を切る。中央～南半部に貼床が残る。カマ ドは火床面のみ残存 し、
石材の抜き取 り穴がみられる。ピット6基のうちPl～ 4は主柱穴とみられ
る。西壁～南壁下に周溝あり。遺物は西半部の壁沿いから中央部にかけて、
食器類を中心に完形資料が多く出土、特殊なものに鎌3点、鉄滓1点 がある。

11～ 12期
N‐ 91° ―W 18。 1

隅丸方形 456× 436× 36
西壁中央
石組

±1530を 切る。カマドは火床面のみ残存 し、構築石材はカマドから手前
の床上に散乱していた。カマド脇から北西隅には貯蔵穴状の大形ピットが
ある。カマ ド脇の壁上および東寄 りの床上には主柱穴4基 が存する。遺物
は食器類を中心に出±。

10期
N-98° ―W 17。9

隅丸長方形 376× 284× 16
東壁南端
石組

Pl105に切られる。北壁下にテラス状の段がある。カマドは天丼部を失い、
袖石も火床面に倒され原位置を留めていない。遺物は非常に少ないが、銅
製品1点 出±。

9～ 10期
N-92° ―E

方形 336× 312× 12
東壁中央

溝20を切る。カマドは火床面のみ残し、構築石材と思われる礫が北東隅に
かけて散乱していた。遺物は皆無に等しい。

9期 以降
N-89° ―E

93

方形 356× 336× 24

東壁南端
石組

西壁および南壁下に周溝がめぐる。カマドは両袖を残し、天丼石も現状に
近い位置で残存していた。カマド脇の南東隅には壁外に張 り出すように円
形の貯蔵穴状のビットが存している。遺物は少なく、カマ ドから南西隅に
かけての壁沿いに食器類が残されていた。他に門金具等の鉄製品、鉄滓3

点がある。

8期

N-88° ―E

94

方形 504× 492× 36

北壁中央
石組

95住 を切る。北壁下および南西隅には周溝がめぐる。カマドは両袖と一部
の天丼石を残す。カマド左脇には貯蔵穴状の円形ピットがあるほか、北西
隅や南東隅にも浅いピットが存する。主柱穴は規則的に並ぶ6基が捉えら
れた。P14015も 形状から柱穴と考えられるが、本址と重複する別遺構の
可能性もある。遺物はカマド内から羽釜が、カマドの周囲からは多量の食
器類が出土した。注意すべきものとして緑釉陶器、転用硯、刀子2点、鉄
滓等がある。

11期
N-7° ―W 22.3

95
不 明 360× く236>× 32 西壁

煙道90cm
94住 に切られる。区域外にかかる。カマドは細長い煙道と火床面を残し、
構築石材は手前の床上に散乱する。遺物は少ない。

7期

N-89° ―W <5.6>

96

不 明 412× く172>× 20

西壁中央 ?

±1552・ 1553に 隅を切られ、南半部が区域外にあるため全貌は明らかで
ない。カマドは西壁中央にあると考えられ、調査範囲内に構築材の礫がわ
ずかに見える。遺物はカマド脇の貯蔵穴状ピット内から食器類がまとまっ
て出土した。

9期

N-5° ―W <3.6>

97

隅丸方形 412× 392× 40
西壁中央
石組

′Pl152を切る。北 0南壁に周溝あり。カマドは両袖の基部が残 り、構築石
材が周囲に散乱。4隅 の円形ピットは柱穴と捉えられる。遺物はカマド内
外から食器類、煮炊具が出土した。特殊な遺物は緑釉陶器片4点、転用硯、
釘他4点の鉄製品、鉄滓5点 がある。

9～ 10期
N-91° ―W 13.6

98

隅丸方形 376× 364× 24
西壁南寄り

石組

101住 を切る。カマドは両袖を残す。その両脇には貯蔵穴状の大形ピット
がある。床中央の円形ピット2基 は本址の柱穴と捉えられる。遺物はカマ
ド両脇のピット上から食器類が集中的に出土した。特殊なものとして緑釉
陶器4点、砥石、刀子2点、南西隅にかためられていた編物用石錘がある。

9期
N-94° 4V 10.0
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8期
N… 86° ―E 12.4

100
方形 408× 396× 8

東壁南寄 り
北壁に周溝がめぐる。カマドは火床面のみ残し、袖 0天丼は失う。南東隅
から南壁下には貯蔵穴状の浅いピットが2基ある。遺物はカマ ド周辺に完
形の食器類、甕類が存していた。

9期
N-90° Ë 14.2

不 明 304× <112>× 18
不 明

98住 に大半を切られる。東寄 りに炭化材が残る。遺物は非常に少ない。鉄
滓2点が出土。

8～ 9期
N-6° ―W <3.0>

102

隅丸長方形 492× 380× 36

西壁中央

±268702753、 溝31を切る。カマ ドは火床面のみ残す。カマ ド両脇の西
壁下には貯蔵穴状の楕円形ピットがあるほか、南壁沿いにも同様なピット
3基が検出された。遺物はカマド周辺やピット内から食器類を中心に出土。
鉄製品1点、鉄滓4点が他に出±。

11～ 12期
N-90° ―W 15。3

104
隅丸方形 370× 360× 24

西壁中央
±3134を 切る。±294904042に 切 られる。カマ ドは火床面のみ残 し、構
築材と思われる礫が床中央にかけて散舌Lす る。カマド右脇には貯蔵穴状の
大形ピットがある。遺物は少ない。

7～ 8期
N-90° ―W 11.8

107

長方形 548× 452× 20
西壁中央
石組

±2742に 切られる。カマ ドは両袖を残す。カマド左脇には貯蔵穴状のピッ
トがある。カマド前には浅い円形ピットが集中する。南西隅には火床面が
ある。遺物はカマド周辺および火床面周囲から少数出土したのみ。他に鉄
製品2点、鉄滓1点 がある。

9-11
N-90° ‐W 23.6

２０

日

長方形 468× 392× 16

東壁南端
石組

新120住、±3143・ 3316033170331803319に 切られる。カマドは両袖 と
火床面を残す。カマドの左脇には貯蔵穴状の大形ピットがあるほか、南壁
下にも大形のピット2基 が存している。遺物は甕類を主体にカマ ド周辺に
集中する。

7～ 8期
N-87° ―E 16.5

‐２０
新

長方形 272× 228× 12 東壁南端
石組

旧120住 を切る。±3315に 切られる。カマドは一部の天丼石が残存する。
遺物は少ない。特殊なものとして土錘1点 がある。

7～ 8期
N-87° ―E

方形 460× 432× 26
東壁北端
石組

1220125住 、溝30を切る。±3326に 切 られる。西壁中央に旧カマ ドの火
床面が残る。カマドは両袖を残す。P2・ 4は柱穴の可能性がある。遺物は、
カマド周辺と西壁下に多 く、食器類を主体とする。他に刀子等鉄製品2点、
鉄滓3点がある。

8期
N-91° ―E 17.9

122
方 形 480× 472× 26

東壁中央
石組

溝30を切る。121住 に大半を切られるが、南西部を除き床面はレベルが低
いため残存している。カマドは両袖および煙道際の天丼石が残存する。遺
物はカマド周辺に多く残される。鉄滓2点が出土している。

8期
N-89° ―E 15。 7

123
方形 384× 364× 8

東壁中央 区域外にかかる。撹乱にあう。カマドは火床面のみ残る。遺物は少なし 8期
N-107° ‐E (12.2)

124

隅丸方形 490× 462× 24

東壁北端
石組

床面。カマドは両袖を残し、構築材と思われる礫が右脇や手前に散在する。
カマド左脇の北壁は外方に張り出す。カマドの右脇には貯蔵穴状の楕円形
ピットがあるほか、南東隅、南西隅等にも大形のピットが存する。遺物は
カマド周辺を中心に食器類がみられる。鉄製紡錘車1点、鉄滓7点 が出土し
ている。

11期
N-88° ―E 18。 6

125
不 明 384× く156>× 24

不 明 121住、±3326に 切られる。遺物は皆無に等しし 8期以前
不 明 <4。 6>
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第3表 掘立柱建物址一覧

遺
構
剛

:帯画聯 : 翌軸戴蘭:

鵬  (cHl) 1構聞:難機Ccm)
柱 穴

備 者
樺醐:り 華頭彗蘭曝等(軍) 平面形 棚葉Ccmp 柱痕(0瑚

長方形 N-12° ―E 3間 ×2間 桁行128～ 166(151)
円形

4登24～ 40

側柱式 12.3 448× 270 梁間 88～ 192(138) 深6～ 24

方形 N-4° ―W 2間 ×2間 桁行188～ 232(209)
円形

径18～ 40

側柱式 16.8 420× 404 梁間180～ 208(200) 深8～ 38

方形 N-5° ―W 2間 ×2間 桁行206～ 292(231)
円形

径36～ 68

側柱式 15。 6 442× 350 梁間144～ 192(175) 深18～ 52

方形 N-3° ―W 2間 ×1間 桁行108～ 144(131)
円形

径26～ 48

側柱式 7.0 272× 254 梁間252～ 256(254) 深8～ 28

方形 N-3° ―E 2間 ×2間 桁行156～ 260(207)
円形

径20～ 40

側柱式 14.9 418× 322 梁間152～ 168(161) 深4～ 40

方形 N-2° ―E 2間 ×2間 桁行75～ 360
円形

径18～ 40
6店書

φ8～ 16

東側に2間 ×2間 (410× 230)の張 り出しな
いし庇あり規模・面積は主屋部分の計測
値側柱式 15.5 400× 338 梁間184～ 220(190) 深12～ 24

方形 N-3° ―W 3間 ×2間 桁行144～ 168(161) 円形 径36～ 72

側柱式 21.0 486× 444 梁間212～ 236(225) 方形 深14～ 40

長方形 N-0° 3間 ×2間 桁行160～ 212(196) 円形 径40～ 88
74075住に切られる。建12と 重複

側柱式 23.4 598× 402 梁間184～ 216(200) 方形 深26～ 38

長方形 N-2° ―W 3間 ×2間 fftTt272 - 220(275) 円形 径40～ 80 75住、建11と 重複。北側に1間 ×1間 (426
×110)の 庇付規模・面積は主屋部分の計
測値側柱式 27.6 640× 432 梁間200～ 236(213) 方形 深16～ 40

長方形 N‐ O° 2間 ×2間 桁行500
円形

径28～ 44
99住 に切られる

側柱式 17.3 500× 352 梁間352 深8～ 20

方形 N-89° ―E 3間 ×2間 桁行187～ 210(199)
円形

雀登44-74
4基 北辺および東辺の柱穴各1基未確認

側柱式 27.1 596× 455 梁間210～ 245(228) 深12～ 24

方形 N-88° ―E 3間 ×2間 桁行180～ 200(189)
円形

径40～ 65
1基 32住 に切られる。南西隅の柱穴未確認

側柱式 25。2 567× 445 梁間216～ 229(223) 深20～ 48

第4表  ピッ ト列一覧

:轟 :

:::1動 :::

藝彗:難華
:::|::i:|:::::::::::::|:::||::::|■

盤緋器FFD難灘1鮮翻:

ピ戦華終
= 備葺華:著

率固形:

=麟
(cmD

櫛
癬

N-6° ―W
3間

84～ 104 円形
径 28～ 40

深  12

N-9° ―E
2間

168′ ′ヽ208 円形
4登  40′ ′ヽ44

376 深 10～ 12

N-66° ―W
3間

94-118 円形
径 37～ 52

有
326 深 8～ 26

N-3° ―W
2間

120-124 円形
径 52～ 60

244 深 12～ 16

N-4° ―W
3間 ×2間 3間  130～ 198

円形
経 38～ 45

建10の 南辺～西辺を囲む
492× 445 2間 217～ 228 深 15～ 32

N‐ 4° ―W
2間

216 円形
径 32～ 42

深 12～ 26

N‐ 90° ―W
4間

248-256 円形 径 20-44
有

932 方形 深 12～ 30

N-2° ―W
2間

240′ ′ヽ248 円形
径 32～ 60

有
深 28～ 32

N-3° ―W
3間 ×1間 3間 192～ 212

円形
径 44～ 56

L字形
604× 224 1間 彰長 24-40

N‐ 5° ―W
4間 ×4間 南北  232～ 280 円形 径 24～ 64

L字形
884× 1024 東西  180～ 284 長方 深 16～ 38

N‐ 81° ―E
2間

215へ′225 円形
径 40～ 78

いずれのピットにも15～ 25cm大の礫数個が伴う
440 深 18～ 24

N‐ 88° ―E
3間

110-135 円形
径 25～ 35

355 深 6～ 8

N-84° ―E
2間

305へ′295 円形
径 53～ 73

600 深 6～ 20

N-3° ―W
2間

245′ ′ヽ260 円形
径 60～ 65

505 深 7～ 14

N-89° ―E
3間

195へ′220 円形
径 40～ 55

636 深 8～ 36

N-87° ―E
2間 ×2間 南北 215～ 228

円形
径 50～ 80

有 L字形、73住 と切 り合う
615× 440 東西 300～ 315 彰程 10-40

N-1° ‐W
4間

214-230 円形
径 55～ 76

900 深 25～ 40

N“ 89° ―E 18へ′207 円形
径 12～ 35

溝18に 付属し、併走する。概ね2列構成と捉えられる。
2720 深 20～ 45
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■i克 1227

■i克 1354

Ⅱ:6 CAa)
Ⅲ:2(Aa、 Eb)

■i克1450

-《⊃ゝ

颯 淵 餞

47。 90m

I: 2
Ⅱ:2(Ia)
Ⅲ:2(Mc)

■i克1477

-⑩ ＼―

48.00m

I: 1
Ⅱ:2(Da、 Ma)
Ⅲ:2(Ib)

■i丸1556

-01-
1      648.10m

魏 魏 鉤 尚 鉤 魃

647.60m

■ i克1237

土二す克1266

―

(D一

■i丸 1385

I:2(Ma)
Ⅱ:1(Ia)

■i克1465

I:2(Ia)
Ⅱ:1(Ib)

土坑1417

_       I  _

鶉 蒻 瓶

47.90m

Ⅱ:3
Ⅲ:2(Lc)

土坑 1518

-① ―

鐵 馘

647.80m

3(Ac)

0
I:2(Ab)
Ⅱ:2(Ab、 Ib)

Ⅲ :1(Ab、 Ic)

Ⅳ:1に °  第11図

■i丸 1288 土量克1234

■i克 1305

646.80m

6(Sb)

■i克1466

648.00m

l(Ca、 Ib)

弥生時代の遺構

-31-

1(Ab)

土坑1412

-C)一

47.80m

Ⅱ:1(Ic)

■i克1532

Ⅱ      1           648.00m

I:2(Ha)
Ⅱ:1(ヒ )

“

Z"m

■坑 1308

-① ―
“

Z∞m

■i丸 1434

-≪ЬI一

■i克1462 ■ i克1530



第31号住居址

第38号住居tIL

oヽ く|

第36号住居tlL

第33号住居址

ml           ml

A                A′

白孵●5m蒻蒻巫蒻巫琥琥巫巫蜃⑫多2

第34号住居tlL

|

第40号住居 tlL

|ヽ

ヽ
ｍ

涼
燒

燒

翅

爬

頷

磋

洟

だ
一Ａ

一

‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輌Ｍｃ＞　Ｇｂ

ヽ
Ｏ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

　

Ｃｂ
、

‐ｃヽ
Ｄ

Ｃｂ
、

I:2
Ⅱ:2(Ec、 Fa)

Ⅳ :1(Mc)

第12図 平安時代の遺構 (1)

-32-

li(Aα  Mの

A′

B′

Ⅱ  Ⅳ

蝸
　
蝸
＞

＜‐ｂ、⑮
に
＜Ｃｃ

″し
一　
‐
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

Ｃ
一

Ｂ
一

ml

Ａ

Ｌ

Ｉ

‐

m



第35・ 37号住居址

掠

熙

員

ヽ
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

Ｅａ＞
　
　
　
Ｍｃ＞
　
Ｉｃ＞
詢

的
　
　
０
０
０
＜‐ａ、Ｏ
ｍ
ｍ
＜‐ｃ、⑮
飩
＜ｃｃ、

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
測
Ⅲ
Ⅲ
皿

第32号住居址

第13図 平安時代の遺構 (2)

0                  2rn

ｒ
一

Ａ
一

A′

ｒ
一

Ａ
一

Ｂ
一

Ｄ
Ｄ

Ｃｂ
、

Ｃａ
、

い

＜Ｂａ
＜Ｑａ
⑮

　

＜Ｃｃ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ｃ

一

47.60m

C

37住遺物出土状況

hittξ

占
。、P  『] 

不   lttζ l

:⌒ミ′∫∫

陛%。
Q◎

,。。膨ゝ
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第39号住居址

だ
一　
　
　
ｒ
一

Ａ
一　
　
Ｅ
一

39住遺物出土状況

醜
g

第14図 平安時代の遺構 (3)
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A′

ヴ
一

Ｄ
一

K′

ｍ
ｍ
ｍ
　
ｃａ＞　
　
　
　
　
＞
Ｅｃ＞

⑩
ｍ
＜‐ｃ、飢
∞
飩
＜Ｍａ＞　
　
　
　
ｍ

＜ｃｃ、

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

測

Ⅲ

Ⅲ

0                  21Yl

第15図 平安時代の遺構 (4)
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第42号住居址
醐

第41号住居 tlL

第43号住居址

kl

ヽ
Ｏ

OI

∩
|

I :2(Ab、 Cb、 Eb)

Ⅱ :20
Ⅲ :1(Ac、 Ib)

Ⅳ :3(Ab)
′ヽ:1(Ac、  Eb)
Ⅵ :1(Ac、 Cb、 Eb)

コ́ヽ
「ヽ

第44号住居址

第16図 平安時代の遺構 (5)

B  
くI    B′

第45号住居址

ｂ

』̈
¨̈
０＜‐ｃ・Ｏｂ＞

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

∩
|

hl

〓
餞

窒
餞

日ｏЮ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐
¨̈

C′

国
|

A′

Ｉａ＞

Ｅａ

Ｄ
Ｓａ＞
　
　
　
‐ａ＞
詢
Ｅａ、Ｃｂ、‐ｃ＞

に
は
０
０
０
＜Ｅａ、＜Ｅｂ、飢
」
は

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

Pl

1

42住遺物出土状況

」      GO   
ロゴ∂

む ぅ
ぎ

。   
こ

し も

り   ^

颯 絋 絋 絋 絋 絋 淵 讚

647.70m

L_「―
「

_「¬_ゴ
m
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鰈
驀

ヽ
Ｏ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｏ

第46号住居tlL

C C′

く
|

B′

ml

．　
０
＜Ｃａ、ω
＜Ｑｂ、Ｏ
ｍ

く

Ｌ
Ｌ
Ｌ
眈
一
Ｌ

)

Mb)

Ｄ
　
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

一　

　

　

　

ｒ

一

ｒ
一

Ｉａ＞
Ｍａ＞
　
恥
Ｌ
　
一　
＞ヽＩ
Ⅵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´ヽ‐Ч
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
６＜‐
２＜‐
Ｈ
＾
Ｈ
瞑

ヽ
Ｏ

OI

Ⅶ‥２＜Ｃａ、Ⅷ‥．＜‐ｃヽⅨ‥・＜Ｍｃ＞̈̈
　　　　　仄必蟷鰺瑾饒゙^
饒饒公饒ド／饒炉炉^懃^ドババ^^
＾^^
睾^睾木輻“　‐ⅡⅢⅣＶⅥⅦ

Ｍ
　

　

　

ヽ ‥¶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

Ⅵ :2(Ib)
Ⅶ :1(Mc)
Ⅷ :1(Cc、 Mc)
Ⅸ :2(Mb)
X:1(Ic)

第50号住居tlL kl

第49号住居址

第17図 平安時代の遺構 (6)

X

第47号住居址

侭
貶

ヽ
ｍ

ml

A′

bl

‐ａ＞
　
　
恥
Ｄ
‐ａ＞

能
＜Ｃｃ
＜Ｃｃ
＜Ｅａ
飩
Ｇ
⑮

助
　
Ｍｃ

は
∽
＜Ｃｃ、ω

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

し

ｒ

47住遺物出土状況

I :1(Ea、  Ib)

Ⅱ :2(Mb)
Ⅲ :1(Ic)
Ⅳ :1(Mb)
V:1(Ca、 Ia)

Ⅵ :2(Cb、 Ea、 Ia)

日
８
．卜
ヾ
０

≧

目
　
　
日

鳳
9

の 詳り
0

◇

-37-

m



第52号住居tlL

ｍ

ヽ
ｍ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｍ

ｒ
一

47、 70m

第54号住居址 第59号住居tlL

A

P1320

平安時代の遺構 (7)

-38-

47.40m

2(Ac、 Ea)

第57号住居 tlL

|`                   |ヽ

◎
Ｐ２

ｇ
ｎ

(〔 []〕)|

P3′

◎
Ｐ５

饉兆
頷
晟
燒
頷
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
巡
兆
兆
頷
巡
頷
緻
下
¨

0                  2コn

A′

647.30m

I:2(Ea、 Mb)
Ⅱ:1(Cb、 Ea、 Ib)

Ⅲ :1(Ca、 Ea、 Ib)

Ⅳ :2(Cb、 Ia)

V:6(Ea、 Sb)

第53号住居 tlL

③

第60号住居tlL

第18図



第51号住居tlL≧
|

第56号住居tlL

第55号住居址

〇
|

I:1(Ac、 IC)

Ⅱ:2(Ac、 IC)

Ⅲ:17(Ac)
Ⅳ:1(Ca、 Ea、 lC)

v:1(Cb、 Eb、 Mb)
Ⅵ:2
Ⅶ:2 CAc)
Ⅷ:2(Mb)

第58号住居址
bl

第61号住居址 |

A′

ｒ
一

１

１

１

２０

ｌ

　

　

　

ｍ

Ｌ

Ｌ

■

眈

Ⅵ

　

ｒ

・］

(Ca、 Ib)

(Mb)
(Cb、 Mb)

(Mc)

1(Ac、 Ib)

Ａ
一

1(Eb、 Mb)
6(Sb)
1(Cc、 Ea、 Ib)

2(Cb、 Eb、 Ia)

3(Eb)
2(Ec)
2(Cc、 Eb、 Mb)
2(Ma)
1(Ib)
6(Ec)
2(Ca、 Ea)
6(Sa)
2(Ec、 Ma)
2(Eb)
6(Eb、 Sb)
3(Eb、 Mb)
2(Ea、 Ma)
3(Ea)

17(Ob)

性~下~丁~可~可~`m

∩
|

OI

Ａ
一

第19図 平安時代の遺構 (8)

?   Ч
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ヽ
く

日
８
・等
ヽ
鰺
恣
公
饒
魃
櫻
辣
辣
瑾
痣
頷
痣
邊
巡
櫻
餃
巡
燿
巡
辣
痣
痣
痣
痣
痣
洟
木

　
　
　
　
¨

⑮
ω

ヽ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

　

　

　

１

３

１

第62号住居tlL ヒ|

P544

第66号住居址

第71号住居址

第63号住居llL≧
|

◎P6

襦
||

||

||

||

||

||

||

||

||

||

||

||

ЭL

Ｂ
一

く
|

ｒ
一　
　
　
ｒ
Ｔ
　
‐
Ⅱ
Ⅲ

ヽ
く

第64号住居址

第69号住居址

第20図 平安時代の遺構 (9)

ヽ
く

く
|

(Ic)

(Ab、 Eb)
(Cb)

(Ic)

(Mc)
Ｄ
一

魏
C                            C′

I:3(Ab、 Ib)

ヽ
ｍ

ヒ
|

ヽ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

Ｄ

Ｃｂ

躙
躙
恣
躙
仁
鰺
睫
鰺
ド
眩
木
恣
木
木
恣
木
木
眩
辣
公
公
Ｋ
Ｘ
Ｘ
炉
ド
炉
仄
ざ

Ｈ
］

］

日
ｏ
ｏ
．∞
ヾ
ｏ
　
　
日

ヽ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

Ⅱ:2
Ⅲ:1(Ab、 Ic)

―

〇

＝
月
ヽ
―
―

‐
９

◎

‐ａ＞

‐ｃ＞

　

Ｃｂm
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第65081号住居llL

65住遺物出土状況

魃
熙
熙

ヽ
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

I:3(Ab、 Ia)

Ⅱ:l CAa、 Ia)

Ⅲ:6(Qa)
Ⅳ:1(Ec)
V:2(Db、 Ea)
Ⅵ:2(Ia)
Ⅶ:2(Bc、 Ia)

VIll:2(Ab、 Ia)

Ⅸ:1
X:1(Cc、 Dc)
測 :1(Cb)
畑 :3

第72号住居址

A′

蒻
B′

(Ac)

(Ab、 Ca、 Ea)
(Ab)

(Mb)

(Ca、 Ea、 Mb)
(Sa)

Ｃ
一

平安時代の遺構 (10)

-41-

0                    2rn

第21図



ml

A′

第68号住居tlL

A                      A′
648.00m

I:1(Ac、 Ic、 Mc)
Ⅱ:17(Ac、 Ic、 Mc)
Ⅲ:2(Ac、 Ic、 Ma)
Ⅳ:1(Ic)
V:1(Mb)

0                  2m

第75号住居址

|

I:3(Ac、 Ia)

Ⅱ:1(Ac、 Ia)

Ⅲ:1(Ab、 Ia)

Ⅳ:l CAa、 Ic)

I:1(Ac、 Ea)

Ⅱ:2(Ac、 Ea、 Ib)

Ⅲ:1(Ab、 Ca)

Ⅳ:3(Ac、 Ea、 Ia)

V:3(CC)

第22図 平安時代の遺構 (11)

第74号住居址

Pl  ◎ P7

- 42 -
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第96号住居llL
日
ｏ
ｏ
饉
屋
ヽ
ゃ
「
剛

Ｍｃ
恥

〇
|

Ⅱ:1(Ib)
Ⅲ:2(Ic)
Ⅳ:1
V:2(Cb)
Ⅵ:2(Dc)
Ⅶ:1(Ic)
Ⅷ:4
Ⅸ:4(Cc)
X:2(Ea)

E          E′

ml
A′

bl

API

I: 1(Bb、 Fb)
Ⅱ: 1(Bb、 Ea、 Ia)

Ⅲ:1(Ea、 Ic)

Ⅳ:l CAa、 Ca、 Ea、 Ia)

V:2 CAa、 Cc、 Ea)
Ⅵ:17(Ic)

第77号住居,址

第76号住居tlL

髯

褥凶

ヽ
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｍ

(Ac、 Ia)

(Ac、 Qa)
(Ec)

(Ib)

(Sa)

(Cc)

(Cb)

(Cc)

(Ic)

|ヽ

ヽ
く

０
は
鮨
Ｇ
＜Ｃｃ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

0                  2m

第23図 平安時代の遺構 (12)

/2
―

⑤
P15

◎
P2

⑩
~  P14

第73号住居llL
日
ｏ
【

第73住遺物出土状況

編

。叩     彎

:          θ

σ       O｀

0´ 01亀

ご _よ _つ _

ml

£◎P4

0
P2
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第78号住居tlL

(Ia)

(Ib)

(Cc)

(Ab)

(Ab、 Ma)
(Ma)
(Ca、 Ea、 Ib)

(Cc)

(Ic)

(Ib)

(Cc、 Ea)
(Cc)

(Ic)

(Ca、 Ia)

(Cc、 Ea、 Ib)

pal 
r,a/

第79号住居tlL

第87号住居址

日
８

．∞
ヾ
Φ

　

【

bl

ml

A′

し
|

I:2(Ac)
Ⅱ :2
Ⅲ :1

第24図 平安時代の遺構 (13)

@r, op,第78住遺物出土状況

み⑩
凸∫冬′0い

も
pЪσ       Ъ

D θ    ν

卜~下~下~丁~T~イm
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Ａ
一

第88号住居tlL

第84号住居址 コヽオヽ
、

B

第85号住居tlL

|

第86号住居址

第91号住居tlL

kl

Ｉｃ＞

　

Ｏ

Ｃｂ

鰈
髯
瞑

ヽ
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

１１＜‐ｃ＞２２＜Ｃｃ、Ｅ４・６　日８．旧」は躙櫻辣兆巡公巡木公公巡巡兆巡巡巡公兆辣綺
ＬＬ．眈Ⅵ

Ｌ
■
■
眈
Ⅵ
　

　

くヽ
　
　
　
　
　
　
―
―
―
‐
‐
‐

　
　
　
蜆
¶

翁

(Mb、 Rb)
(Db、 Mb、 Rb)

(Mb)
(Cb、 Ec、 Mb)
(Ca、 Eb)

日
８

高
日
「
副

ヽ
く

０
０
ｍ

２

２

１

１

３

１７

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ
Ⅵ

P

B′

く
|

蜃第89号住居址
ヽ
Ｏ

凶

０

　

一
一
“
湘
一
一
一

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ

Ｃｃ
Ｉｃ＞

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

趾

(Ia)

(n)
(Ra)

(Ia)

(Ib)

(Ca)

(Cb)

∩
|

(Ic)

(Cc)

(Aa)

(Ia)

第25図 平安時代の遺構 (14)
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堪ご拶

第90号住居址

第92号住居址

|

第97号住居tlL

≧
|

く
|

m

第95号住居tlL

|

01

恣

:1(Ab、 Ib)

:1(Ab、 Ib、 Mc)
:1(Ab、 Ma)Ol ml ml

A′
(Ia)

(Bb)

(Da)

(Db)
(Dc)

(Dc)

(Hc)

(■a)

(Pc)

第93号住居址

第99号住居址

日

醐     kl詈

く
|

ml

l(Eb、 Mb)
1(Ca、 Eb、 Mc)
1(Mc)
1(ヽぬ)沐

縣
6(Qb)

ヽ
く ヒ

|

ヽ
く

ml

(Hb)
(Ha)

(Ca、 Ha)

(Cb、 Eb)

的
Ｈｃ＞的
の

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

第26図 平安時代の遺構 (15)
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第94号住居tlL

第100号住居址
kl

B            B′

卜~下~下~T~T~lm

ｍ

ｍ

ｍ

＜ｃａ、
Ｍｃ＞

　

ｍ

＜Ｃｃ＞

＜ｃａ、
Ｅａ＞

＜Ｅａ、
Ｈｃ＞

ｍ

＜Ｅａ、
Ｍａ＞

∽

＜‐ｃ＞

＜‐ｃ、
Ｍｃ＞

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

皿

国
|

第980101号住居址

bl

Ｍａ
Ｍｃ＜Ｅａ、ぬ

⑪
０
０
ｍ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

２

１

２

３

３

１

１

６

３

３

１７

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

測

畑

TI 

- 

il 642.90m

I:1(Ma)

第104号住居址

|ヽ

日ｏｏ．猟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̈
¨

房

、。
　
　
　
　
　
　
　
。
　

ｒ
〓
∩
　
　
　
　
　
　
　
∩

ｒ
一

ｒ
一

I :1(Cb、  Ea、  Hb)
Ⅱ:1(Cb、  Ea、  Pa)

Ⅲ :1(Mb、 Ra)

Ⅳ :1(Ca、 Ea、 Ia、 Ra)

卜~下~下~丁~可~者m

第27図 平安時代の遺構 (16)

③

-47-

±2949



Ｐ・

第123号住居址

|ヽ

A′

E     E′     I :1(Ca、 Rb)

姦.40m ttill匙
)ヒ

)

勿珍蒻易レI    II
:1(Ca、 Ra、 Ta)
:1(Cb、  Eb)
:1(Cb、 Hb)

Ⅶ :1(Cb)
F F′   Ⅷ:1(Rc)価

組置議
的

魃
頷
痣

澳
頷

頷
驀

驀
頷

I:1(Aa、 Ca、 Ea、 Ra)
Ⅱ :2(Ca、 Ea、 Rb)
Ⅲ :1(Fa、 Ca、 Ia)

Ⅳ :1(Ca、 Ia、 Ra)
V:1(Ia、 Rb)
Ⅵ :1(Ha)
Ⅶ :1(L、 Ra)
Ⅷ :1(Ea、 Qa)
Ⅸ :6(Rb、 Qa)

ml             ml
A                     A′

Ⅱ
                            Ⅱ            647.70m

I :20
Ⅱ:1(Cb、  Ea、  Lb)
Ⅲ :3(I■ )

新・旧第120号住居址

土      
|ヽ

第107号住居址

A         ml              A戸 |

647.30m

恥助

Ｈａ＞

Ｈｃ＞

Ｃａ、

第28図 平安時代の遺構 (17)

阻

新120住  シ

ー

±3315

Ｏ

Ｐ
７

　

　

　

　

　

　

一

（
）
Ｐ６

±2742
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第1210125号住居tlL 第122号住居址 、
ml

122住遺物出土状況

A′

巫 i:1儲、LttЮ
c′ Vil l獣 般)L)

Ⅵ :1(Lb) 1

まI議¨
D           D′

E

第124号住居tlL

J    |ヽ

I :2(Ea、  Rb)
Ⅱ :2(Ca、  Ea、  Rc)
Ⅲ :1(Ea、 Ma)
Ⅳ :1(Ea、 L、 Qa)
V:1(Ea、 Ma、 Rb)

Ⅵ :1(Ia、 Nlb)

Ⅶ :1(Ca、 Ea、 Ra)

Vlll:1(Ca、  Ea、  Qb)
Ⅸ :1(Cc、 Ea)

X:1(Aa、 Lc)

Ⅲ :1(Ob、 Rc)

OIml ml

A′Ａ
一

Pl                 
―

1214ヒP2

畑 :1(■ )

F      F′   Ⅲ :1(Ea、 L)

G        G′
畑       647.50m

孟

°

υ

121住遺物出土状況

fIぃる 
り
 。 あ電磁   %^゛υ
ξ こ」   

′も

C  O q

`涙
l∇ヽ

C   _ “   ロ

々υS '∂    ④  θ

647.60m

D       D′

第29図 平安時代の遺構 (18)
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第4号建物tlL

A

第8号建物tlL

A

Pl159

Ⅱ Ⅲ

Pl158

Ⅲ IⅡ  648.00m

Ｃ
一　
だ
一

σ．Ⅱ珍蒻晰
０＜‐ｃ＞」

(Mc)
(Ia)

(Ib)

(Eb、 Ma)
(Ea)

V:6(Qa)  Ⅸ:3(Ab、 Ia)

Ⅵ:6(Qb)  X:2(Ab、 Ia)

Ⅶ:3(Aa、 Ia)測 :3(Ac)
Ⅷ:3     畑:6(Aa、 Qa)

Ｍａ＞
Ｍａ＞
Ｉａ＞
Ｉａ＞
Ｍａ＞
Ｓａ＞

Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
畑

B′

Ⅲ Ⅱ

Ｅａ
Ｄ

』
』
０
０

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

第13号建物tlL

A
Ｖ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

⑩
ω
ｍ
ｍ
ｍ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

(Ab)

CAc)

lAa、 Iの

(Aa)

一  ―■ Ｍ

Ｍ

平安時代の遺構 (19)

-50-

第9号建物tlL

P1267P1086

|        

±1533

P1087

第6号建物址

VⅧ

鰤

第30図
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第11号建物tlL

第10号建物 tlL

bl

だ
一

Ａ
一

P1283

B′

±1483

C′

P734

A′

CAb、 Ia)

lTc)

(Ab、 Ib)

CAa、 Iの

(Ic)

CAc、 Iの

(Cc)

lAb、 Ia)

(Ab、 Sa)

(Sb)

(Aa、 Ib)

CAc、 Mb)
CAb)

(Ia)

(Ab、 Ea)
CAa、 Iめ

(Qa)

B′

P669

A′

B′

第31図 平安時代の遺構 (20)

Ｂ
一

Ａ
一

B′

A′

(Ia)

(lb)

CAa、 Ia)

(Qa)
lAa、 Ib)

lAa)

(Sa)

(Sb)

(Ic)

ヽ
∩

Ａ
一

∩
|

A  
°

|

II I

＜Ｅａ＞⑮ｍ⑩　⑮呻

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

I:3(Ia)
Ⅱ:1(Ic)
Ⅲ:1(Ic、 MC)
Ⅳ:2(Ma)
V:1(Ib)
Ⅵ:2(Ib)
Ⅶ:3(/鴇 )

Ⅷ:6(Qa)
Ⅸ:2(Aa、 Ib)

X:2(Ic)
測:3(Ab、 Ib)

Ⅲ :3(Ab、 Ic)

皿:6(Sa)

第7号建物址

Ｐ
３

　

　

　

　

　

一

±1556 ±1476

第5号建物tlL

P1281

-51-
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C ゛

ヘ

±1471

ハ 騎

グ
ILl

ツ

土

ｌ

ｂ

■

Ｆ

Ｉ

Ｉ

い

ほ

⊃

±1472 1546

／
川
料
―
―

Q1473

○ <P718

hl 第12号建物tlL

第14号建物址

ヽ
国ヽ

∩
ヽ
国

Ａ
一

Ｂ
一

A′

477

９

障

―

〇
|

(Ab、 Ca、 Ia)

(Qa)

(Da、 Ma)
(Ib)

(Ab、 Ib)

(Ab)

(Ab、 Ib)

(Ab)

(Ab)

(Ac)

(Ab、 Sb)

(Ab、 Ia)

(Aa、 Sa)

(Aa、 Ca、 Ia)

(Ab)

(Ac、 Ia)

(Ac、 Ib)

(Ac)

(Ea、 Ia)

(Aa)

Ｃ
一

C′

P723

rdl al∩
|

第15号建物址

Ａ
一
３

ノ
川
ヽ
―
―

Ａ
一

1曖

A

B                                 B′       A

|

A′

±1238

A′

第32図 平安時代の遺構 (21)
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ピッ ト列9

A′  房

Ａ
一

P708

Ｉａ＞
　
　
Ｄ
Ｓａ＞
Ｄ

⑮
的
蝕
ｍ
ｏ
＜Ａｃ、は
餓
ω
⑮

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

測

ml ml

A′

ビット列 1

-             ∫―
ピッ

hl

卜列 10

ピッ ト列5

卜夢12

P816 1i:{錘
lIの

Ⅲ:6 1Ac)

面 .30m

ピット列4

ｍ

．
　

一６４７．

メ

５４５

⑩
Ｏ
ｍコ

Ⅲ

ノ
刀
ヽ
―
―

647.90m

ど
｀
   |_

劇
判
　
　
Ⅶ

ml

A′

(Ia)

(Ic)

(Ea、 Ia)

(Ib)

(Ca)

CAa)

(Qa)

CAa、 Ic)

(Aa)

(Ma)
(Sa)

0                 2m

第33図 平安時代の遺構 (22)
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ピット列 3 ピットタ1 8

P1322

鰊
晰mm

ピッ ト列 7

~%蘇 ~丁

鳥

て 満

「

~~つ

而 戸

~ヽ

併

面

~~而

β

―

Ｍ

Ｍ

Ｉ
．
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

０
０
⑩
は
＜Ａｃ、飢
ω
は
０

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ia)

Ib)

Sb)

Ib)

∫―

鰤
館師

|―

ピッ ト列 12

-               |一

647.20m

ピット列 17

ピット列 16

ピット列 15

ml

A′

第34図 平安時代の遺構 (23)

±1485

魏

ピット列

|

14

トタJ ll

P206
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∝
∞
彦

◎
・４０７

０

・４０８

溝18

第35図 平安時代の遺構 (24)

tzs1 I rsaz

Qrs'rs+-
1 .'r-A t2
IJL}U

@ @rs+z
1348

rssoO 
r34e

A,. 1352

13;Z'@13s1
rA

d Crsss
1355

'o 1356

Q rssz

@ rzoa

(4:I2ee\-' 
@ rsoo

@rsor
@ rssg

@6\1361 .

1369: 
O rsoz

(9 1363

o 1302
t{o+ @@ 

136s

1303
/t\(/91366

o 1367

O @rsos

1369

@ 1370

p::zr
1304 (92

131e 
@ rszz

o
r3T4 O rszs
@

tX@rsos
\r'
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1397

00
1409 1398

乳
ⅦO m
。 1402
1403

o lむの
1412        1405

369

1381

%1382

◎1308

⑩:1375

1乳 01307

199∝)1378

0193
1311

91i34
1385

◎
1313

◎
1314

◎
1315

0◎ 1387

1388

0
1389

◎
1390

0R「

溝18

第36図 平安時代の遺構 (25)

@rsor
'Qtzoz
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@ rso+

Ｄ
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土坑 1236 土坑 1240 土坑 1245 土坑 1257

土坑 1400 土 坑 1404

土 坑 1260

I:3(Nb)
Ⅱ :3(Ic、 ぬヽ)

土坑 1317 土坑 1318
土 坑 1407

-(D一

颯 明 明 明 硼 明 硼 鯰

647.60m

1(Ab、 Mb)

土坑 1408
土坑1411

I:3(Ac)
Ⅱ:1(Aa、 Ib)

土坑 1550

I :1(Ia)
Ⅱ :1(Ib)

土坑 1552

10m一

I:1(Ab、 Ib)

Ⅱ :1(Ib)

I:3(Ac)
Ⅱ :6(Sa)
Ⅲ :2 CAb、 Ib)

土坑 1546

I:3(Aa、 Ea、 Ia)

Ⅱ:3(Ba、 Ca、 Ea、 Ia)

Ⅲ :1(Ib)

土坑 1457
±1458

47.90m

I:2(Ab、 Mb)
Ⅱ:2(Aa、 Mb)

土坑 1553

I:1(Ab、 Ib)

Ⅱ:1(Ab、 Ic)

±1406遺物出土状況

Ⅱ v 648.00m 1               648.00m

咆
Ⅳ

Ｖ
Ｍｃ＞
的
Ｆｃ＞

Ｅａ、
Ｄｂ

、
Ｄｃ

、

(Fc)

(Mc)

Ｄ

‐ａ＞

Ｅａ、
Ｌ

Ｍｃ＞

第37図 平安時代の遺構 (26)
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―

O―

 

―

  

―

魏 琥 淵 が

49.50m

2(Ab、 Mb)

I:2(Ab)

土坑1485 Ⅲil譜
)

I:1(Ca)
Ⅱ :1(Ic)

2 (Ab、 Ea)

2コn0

い m一   晰

Ⅱ:1
Ⅲ :1(Ab)

土 坑 1488

~く
≡ 鬱 丁

土坑 1474

I :1(Bc、  Ia)

Ⅱ:1(Bc、 Ic)

嘗〔
、
観′

刀
ゝ
―
―

土坑 1406

土坑 1343

/

靱劉 m



0               2

第38図 平安時代の遺構 (27)
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B′

1(Ia)

C       C′

I:1(Ia)
Ⅱ:6(Qa、 Yb)

D

生 溝22 =
647.70m

I:2
1′ :2(Hc)

。90m

I′ :2(Hc)

D′

溝28

上    溝18    三
1             647.20m

I:2(Ac) Ⅱ:6 KTb、 Yb)

C′

I:l Ⅱ :17(Ac)

溝20

648.10m

I:1(Pc、 Yb)
Ⅱ:1(Pc)

B      B′
648.10m

l(Pc、 Yb)

溝23
A               A′

I:1(Ib)
Ⅱ:6(Qa)

B        B′

颯 明 鯰

647.80m

I:1(Ib)
Ⅱ:6(Qa)

A′

B′

溝24

Ⅱ:6(Aa、 Sa) Ⅲ:6

A′

琥li l距蜜り
B′

魏静:服の

A r I D'
647 20m

Ｂ
一

Ｃ
一

Ｄ

Ｓｂ

Ｓａ

Ａ
一

A′

I:1(Lc)
Ⅱ:1(L、 IIb)

器:呈 1距訛luの ■
V:10(Ac、 Pc)

:10(Lc)

土質砂体
　
　
に

１

７

１

１５

７

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ
B′

I:2(Ab、 Ub)

Ⅲ :15(Uc)
Ⅳ :15(Ab)
V:17(Ob)
Ⅵ :15(Yb)
Ⅶ :10 1Ac、 Pc)

C                           C′

::::砂

質土

D,B
647.60m II V N

C′

(Ua、 Yb)
(Uc、 Ra、 Yb)
(L、 Rc)

(Hc、 L、 Rb)
(Ub、 Rc)

(Ub)
(Uc、 Yb)
(Ub、 Qb、 Hb)
(Ub、 Qb、 Ab)
(Ab、 Kb)
(Ub、 Qc)
(Hc、 Qb)

(Ua、 Yb)
(Uc、 Ra、 Yb)
(Ub、 Rc)

(Hc、 Lc、 Rb)

(L、 Rc)

詢
一

Ⅲ:1(Ac)
Ⅳ:2(Ac、 Pc) Ⅵ :茶灰色

E′

Ⅳ :1(Rc)
V:1(Rb、 Lc)

F′

I:1(Ua、 Yb)
Ⅱ :1(Ub、 Ha、 L、 Rb)

Ⅱll(Ub、 Ha、 L、 Rb)

Ⅲ :1(Uc、 Yb)

(Ua、 Yb)
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第39図 平安時代の遺構 (28)
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第57図 中世の遺構 (18)
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第58図 中世の遺構 (19)
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第59図 中世の遺構 (20)
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第61図 中世の遺構 (22)
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羅轟萎墨:難I騨:羅:遺1物

1 土器・陶磁器・土製品

(1)弥生時代の土器 (第64098図 )

3C区 を中心に弥生時代中期前半の遺物が少量出土 している。 これらは当該期の土坑および平安時代の住

居址の覆土中あるいは検出面からの出土である。本報告ではそれらの中から3点 を図化、71点 を拓影でそれ

ぞれ提示 した。 これらは内容的には南接する境窪遺跡出土資料 と同一であり、比較的短い時間幅の中に位置

付 くものと考えられる。以下、境窪遺跡報文での分類に倣い土器群を概観 したい。なお、例言にも記 したが、

提示資料の器種・器形、紋様要素は図に併記 している。

提示資料の器種内訳は壺 (1～ 6014017～ 20022024028032033035～ 38041042044048～ 500

54～ 56058・ 64・ 68069090)、  甕(7ん 13015016021・ 23025～ 27030031039040043045～

47051～ 53057059～ 63065～ 67・ 70071091)、 ミニチュア土器(89)である。

これらはすべて有紋であるが、小破片が大半のため、全体の構成が窺えるものは少ない。基本的な文様要

素は刺突・キザ ミ、条痕紋、沈線紋、櫛描紋、縄紋、赤彩がみられる。キザ ミは甕の回縁部に多用される。

条痕紋には斜条痕、縦条痕、横条痕、縦羽状条痕、横羽状条痕があり、中には原体に太い櫛状工具を用いる

ものもある。沈線紋は主に壺に見 られ、弧状、円形、三角形などの構図がみられる。櫛描紋は太い櫛状工具

による短線紋、直線紋、波状紋、円弧状紋がある。縄紋は壺に多 く見 られ、沈線紋 と組み合わさる。

次に実測図を提示 した2点 について簡単に触れてお く。90は 壺の頸部から胴上部で、頸部紋様帯上段に三

角形連繋紋、下段に直線紋を巡 らす。肩部紋様帯は全貌が不明だが、直線紋、円形紋など沈線紋による構図

が描かれるようである。いずれの紋様帯 も粗い縄紋を地紋 としている。91は 全形の判明する甕で、短 く外

反する口縁部外面に交互方向の櫛描斜行短線紋を1段巡 らし、以下胴部は同工具による右下が りの斜条痕を

下半部まで施す。 ミニチュア土器 (89)は 当該期の壺の器形・紋様を忠実に表現 している。

参考文献

松本市教育委員会 1998『境窪遺跡、川西開田遺跡 I・ Ⅱ』

(2)平安時代の土器・陶器 (第 63つ 65～ 96図 )

今回の調査では、非常に多量の土器・陶磁器が出土 した。住居址・土坑 0ピ ット・溝址の各遺構および遺

構外の検出面からも出土 してお り、実測個体数は1,364点 を数える。種別は、須恵器、軟質須恵器、土師器、

黒色土粗 ・ B、 灰釉陶器、緑釉陶器がみられる。 これらの土器の種別・器形および編年観については、文

献1の松本平の土器分類および編年に則 り、遺物整理を行った。以下、出土 した土器の種別 と各土器群の様

相を時期別に記述 してい く。

ア 土器 0陶磁器の種別 。器形

今回の調査で発見された土器・陶磁器の種別は、須恵器・軟質須恵器・土師器・黒色土器・灰釉陶器・緑

釉陶器がある。 このうち緑釉陶器は、出土量が51点 と非常に多 く、他の集落遺跡 とは異なうた様相を呈 し

ている。以下、 これらの土器群の種別 0器形の概要をみてみたい。

土師器 食器では、杯A・ 椀 0盤B、 煮炊具では甕B・ 小型甕B・ 小型甕D・ 羽釜AO足鍋がある。1122

は在地産 とは異なる、他系統の小型甕 と考えられる。貯蔵具は存在せず、用途不明品として円筒形土器がある。
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黒色土器 内面のみ黒色処理された黒色土料 が、大半を占め、内外面黒色処理された黒色土器Bは少

なく、4点 のみ(610・ 10490121501540)で ある。器種 は、杯A・ 椀・皿B(高台が無い皿1399の 1点 あ り)・

鉢Aがみられる。すべてロクロ成形で、底裏には回転糸切痕が残る。貯蔵具は、内外面黒色処理 された長頸

壺Bがみられる。煮炊具はみられない。

須恵器 食器では、杯Aのみ。貯蔵具は、長頸壺A・ 四耳壺・甕Aがみられる。全体的に、出土量は少ない。

軟質須恵器 杯Aのみがみられる。

灰釉陶器 食器では、椀・輪花椀・皿・輪花皿・段皿・稜皿、貯蔵具では広口瓶・四足壺 (脚部のみ・

報告掲載No。1116)の器種がみられる。煮炊具はみられない。

緑釉陶器 総出土点数51点 を数える。すべて遺構内からの出土で、45点 が住居址からの出土である。 こ

のうち、37住からは12点 が出土 してお り、他の遺構に比して際立って出土量が多い。このほか31・ 32037・

38039048・ 53・ 57063065070・ 740870980102・ 124住 か ら出土 している。 これ らの うち、図示で

きたものは47点 である。出土 した器形は、椀 (236・ 239・ 234・ 238・ 23502330237039908028702880

290)0輪花椀 (240)・ 皿 (1046・ 10470286)0段 皿 (2360230・ 22902350398・ 397)0輪花稜皿 (564)・ 香

炉 (400)・ 長頸壺(845)が みられる。このうち香炉 (400)と 長頸壺(845)は、生地のみで施釉されていないも

のである。400の香炉は、硬質で暗灰色の生地で、器面全体にミガキ調整がなされている。脚部 には、宝珠

形の透かしが4単位穿たれている。本遺跡から出土 した緑釉陶器は、8～ 11期 (9世紀末～ 10世紀末)の土器

群 と共伴 している。 これらは、胎土・調整 0釉調などから、A～ D類に分類できる。A類は、円盤状の削 り

出し高台となるのが特徴である。胎土は暗灰色の軟質(器面にはヘラミガキが観察されない。釉は、淡黄緑

色で、全面に施釉されているが、胎土が軟質のため、剥落が激 しい。1120が相当する。B類は、体部をヘラ

ミガミ調整するのが特徴である。胎土は灰白色の硬質で、釉調は淡黄緑色か淡緑色などの淡い発色で、ガラ

ス質の良好な仕上が りになっている。施釉は、全面にされている。7～ 9期 の遺構から11点 (40・ 23202340

237・ 23802390565・ 7570867087001335)が 出土 している。C類 も全面にミガキ調整されているが、胎

土は青灰色から暗灰色の硬質で、濃緑色で光沢のある釉が掛けられている。本遺跡からは、最も出土量が多

く、33点 (8037・ 3803902290230023102330235023602400286028702880290・ 397039803990

400・ 564059407230868086908710104601047・ 133601341013420150001513)が みられる。D類は、

高台の内側に段が付 く有段輪高台が特徴である。 ミガキ調整はされておらず、釉は全面に掛けられている。

胎土は、赤褐色～黄褐色のものと、青灰色のものがみられる。100601490の 2点 がみられる。10～ 13期 の

遺構から出土 している。 (註 1)

イ 各時期の土器様相および代表的な土器群の概要

本遺跡出土土器群は、文献1の土器編年に基づいて概観すると、おおむね7期～ 14期 (9c中頃～ 1lc末 )の

範疇で捉えられる。このうち出土量が多 く、主体 となるのは7～ 12期 である。以下、各時期の土器様相 と、

代表的な出土土器群について記述する。

(ア)7期 (9c中頃～後半 )

440470680780790860122住 出土土器群が該当する。食器では、須恵器杯A、 ・軟質須恵器杯A・ 黒色

土潟邸 A、 椀、灰釉陶器椀・皿、貯蔵具では須恵器長頸壺・甕、煮炊具では、土師器甕Bで構成される。

灰釉陶器は、光ヶ丘1号窯式のものがみられる。

第68号住居tlL出 土土器群 (986～ 997)

食膳具はt黒色土器皿B(988・ 989)、 黒色土器杯A(9860987)、 黒色土器蝋 (990)、 軟質須恵器杯A(9930

994)、 須恵器杯A(992)、 灰釉陶器椀(995)で構成される。灰釉陶器椀は、刷毛塗り施釉されたもので、光ヶ
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丘1号窯式に比定される。992の須恵器杯は、底径が小さく、体部が上方に大 きく開 く形状である。黒色土

器AttAの 986と 軟質須恵器杯Aの 993に は墨書がみられる。貯蔵具は少なく、灰釉陶器長頸壺(996)1点のみ。

煮炊具についても、土師器甕B(997)の 1点のみしか図化できなかった。

(イ )8期 (9c後半 )

40046055065067・ 73075・ 93099・ 1210123住 出土土器群が該当する。食器は、土師器 (杯・椀 )、

黒色土器A(杯・椀・皿 )・ 軟質須恵器 (杯 )・ 灰釉陶器 (椀・皿 )・ 緑釉陶器 (椀・皿)で構成される。灰釉陶器は、光ヶ

丘1号窯式が多 くみられるが、その他、特殊品として、67住 より、灰釉陶器の印亥J花文のある蓋 と稜椀のセッ

ト(9270931)が 出土 している。

第65号住居tlL出 土土器群 (821～ 878)

食膳具 は、土師器杯A(839・ 84008410842・ 84308440845・ 846)・ 椀 (847)、 黒色土師 A(8210

826・ 829083008310832082208230828)・ 椀 (83308240827)・ 鳳  (834)、 軟質須恵器杯A(849)、

灰釉陶器椀 (855086508600859085208580866・ 864)0皿 (850・ 85608630853085738620851)、 輪

花皿 (861)、 緑釉陶器椀 (8690871)0皿 (870)・ 段皿 (868・ 867)、 で構成される。貯蔵具は、須恵器壺類 (855)、

灰釉陶器長頸壺 (873)、 緑釉陶器長頸壺(874)で ある。煮炊具は、土師器甕B(878・ 8760875)、 甕D(837・

838)、 小型甕D(836)、 足鍋(835)がみられる。墨書のあるものは、黒色土粋 杯Aの 8260829の 2点 がある。

839の土師器杯Aに は、口縁端部および内面見込み部にタールが付着 してお り、灯明皿 として使用されたも

のと考えられる。また、内面には、長さ約5cm、 幅約lcmにわたり灯芯の痕跡 と思われる部分が観察できる。

828の黒色土粋 杯Aに は、内外面に漆が付着 している。874の長頸壺は、灰白色の軟質な胎土のもので、緑

釉の施釉されていない生地のままの製品と考えられる。

(ウ )9期 (10c前半 )

32037048058063069076096098住 出土土器群が該当する。食器では、黒色土料 の割合が急激に

減少 し、土師器杯・椀、灰釉陶器する。灰釉陶器は、光ヶ丘1号窯式～大原2号窯式が主体を占める。37住

出土土器の中には、墨書土器が大量にみられるが、記された文字には、則天文字 とみられるものも含 まれる

(1100112・ 114・ 1110113)。

第32号住居址出土土器群 (10～ 43)

食膳具 は、土師器杯A(13011012・ 10014)・ 椀 (16017015)・ 盤A(18)、 灰釉陶器椀 (34・ 350270

33・ 36026025024023022)0皿 (21)、 緑釉陶器椀 (40038037039)がみられる。煮炊具は、土師器甕B(410

42019)0甕 C(43)・ 小型甕D(31032)が ある。貯蔵具は、灰釉陶器広口瓶(30028029)・ 小瓶(20)が 出±。

灰釉陶器は、光 ヶ丘1号窯式～大原2号窯式 とみられるものが混在 している。緑釉陶器は、いずれも素地が

灰色で硬質な焼成である。また、器面には細かなミガキが施されている。

(工 )10期 (10c中頃)

31038039049059070072090住出土土器群で構成される。食器は、土師器杯・椀、貯蔵具は、黒色

土器B長頸壺、灰釉陶器広口瓶で構成される。灰釉陶器は、大原2号窯式～虎渓山1号窯式がみられる。

第70号住居tlL出 土土器群 (1007～ 1050)

食膳具は、土師器杯A(1010～ 1027)・ 椀 (10080100901028～ 1032)、 黒色土ミ蝋 (1007)、 灰釉陶器

椀 (1034～ 103601040～ 1042・ 1045)・ 皿(10380103901044)・ 輪花皿 (1037)、 緑釉陶器椀 (1047)・ 皿 (1046)

で構成される。煮炊具は、図化できたのは小型甕D(1050)の みであるが、他に破片資料で甕Bがみられる。

貯蔵具は、黒色土器B長頸壺 (1049)、 灰釉陶器広口瓶 (1048)・ 短頸壺(1043)がみられる。103701044の 底裏、

104501033の 見込み部には墨痕がみられ、転用硯 として使用されたものと考えられる。また、1036の 口縁

部にはタールの付着がみられ、灯明具 として使用されたものと推定されら

-85-



(オ )11期 (10c後半)

420510620770102・ 124住土器群で構成される。食膳具は、灰釉陶器椀・皿、土師器杯・椀・盤B、 黒

色土器勘 で構成される。黒色土器蝋 は、大小2法量に分かれる。灰釉陶器は、虎渓山～丸石段階のものが

主体を占める。特殊品としては、1020124住からは緑釉陶器、77住から灰釉陶器四足壺が出土 している。

第62号住居址出土土器群 (771～ 800)

食膳具は、土師器杯A(78407850781078007820783)・椀 (78807860787)0盤 B(789)・ 黒色土器蠍 (7790

77707760778077407750773)、 灰釉陶器椀 (79207930794)、 輪花皿(791)が ある。土師器杯の回径は、

10.2～ 10。4cmと 小形化 したものである。煮炊具は、土師器足鍋 (795)・ 甕B(800・ 7980790)・ 小型甕D(7970

796)羽釜 (799)、 貯蔵具はみられなかった。土師器杯Aの うち7840785は、回縁の一部をヘラ状工具あるい

は指で押さえて屈曲させている。788の土師器椀 は、底部が穿孔されている。灰釉陶器は、虎渓山1号様式

～丸石2号様式期のものとみられる。

(力 )12期 (1lc前半)

41・ 66088住土器群が相当する。食器のうち、土師器杯 0椀 は大小2法量に分化 している。灰釉陶器は、

虎渓山～丸石段階の椀・皿がみられる。黒色土器では、内面黒色 (黒色A)と 内外黒色処理 (黒色B)さ れた椀

がみられる。煮炊具では、甑がみられる。

第41号住居址出土土器群 (441～ 460)

食膳具は、土師器杯・椀・盤B、 黒色土器報 、灰釉陶器椀・皿で構成される。該期では、土師器杯A・

土師器椀 0黒色土暴職 において、大小2法量みられるようになる。土師器杯Aで は、口径 10。4～ 10。 8cmの

小法量のもの(446044904470448)と 口径12cm前後の大法量のもの(445)が ある。土師器椀では、口径 11.3

cm前後のもの(452)と 、14.2～ 14。 5cmの もの(45004510453)の 2法量みられる。また、黒色土獅 も同様に、

口径 12。 2cm前後のもの(444)と 口径 15。2cm前後のもの(4420443・ 441)の 2法量みられる。

灰釉陶器は、椀 (456・ 4540455)と 皿(457)が ある。煮炊具は、小型甕D(459)、 甑(460)の み。

第66号住居址出土土器群 (879～ 895)

食膳具では、土師器杯A(882・ 883・ 884)・ 椀 (887・ 8860885)、 黒色土器A椀 (8800881・ 879)がみられる。

煮炊具では、土師器甕B(892)・ 小型甕D(894089308910890)・ 羽釜 (889)・ 足鍋(895)で構成される。貯

蔵具は出土 していない。

(キ )14期 (1lc後半)

61住出土土器群が該当する。

第61号住居址出土土器群 (766～ 770)

出土量は非常に少ない。すべて食膳具で、土師器杯A(76607670768)・ 椀 (769)・ 盤B(770)で ある。

土師器杯Aは 口径 11。2～ 12.3cmと 小型化 したものである。貯蔵具・煮炊具は出土 していない。

ウ 文字資料

今回の調査では、墨書土器・転用硯などの文字関係資料が多量に出土 した。出土点数の内訳は、墨書土器

38点、転用硯23点である。以下、概略を記載 してい く。

(ア)墨書土器

墨書土器は、総数38点 が出土 した。出土遺構の内訳は、竪穴住居址が最も多 く19軒から35点、土坑・ピッ

ト0溝からは、各遺構から1点 ずつが出土 した。 このうち特に出土点数が多かったのは37住で、7点 が出土

している。文字の種別では「几」が8点 (32・ 37088住 )と 最も多い。他に、判読できたものとしては、「全」 (2

点 :54・ 70住 )・「井」 (3点 :39041住、P798)・「定」 (1点 :72住 )・「王」 (1点 :溝24)・「中」 (1点 :37住)0
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「友」 (1点 :62住 )・ 「赤」 (1点 :67住 )がみ られる。最 も出土量の多い「几」は、下神遺跡で も多量 に出土 し

ている文字で、平川南氏 などの指摘か ら、則天文字 と考 えられる。 また、溝24か ら出土 した「王」の文字 は、

近隣に位置 している三間沢り|1左岸遺跡 (文献1)か ら多量 に出土 しているもので、本遺跡 と三間沢り|1左岸遺跡

との関連 を考 える上で注 目されるものである。

(イ )転用硯

灰釉陶器皿・椀の見込みあるいは底部外面、 またはその両方 に墨痕のあるものを転用硯 と判断 した。確認

した23点 は8期～ 12期 の住居址 に伴 うが、 そのほとん どである20点 は8期～ 10期 に帰属する。 これ らに関連

して37住からは底面 に朱 (墨)が付着 した土師器椀が出土 している(117)。

言主

1 緑釉陶器の産地は、A類が京都産、B類が東海産(猿投系)、 C類が東海産(尾北系)、 D類が近江産と考えられる。美

濃産とみられるものは、今回の調査ではみられなかった。

参考文献

1 長野県埋蔵文化財センター 1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4 総論編』

2 松本市教育委員会 1988『三間沢り|1左岸遺跡(I)』

(3)中世の土器・陶磁器 (第97098図 )

中世の土器・陶磁器は、すべて4B区の土坑群から出土 している。総量95点出土 し、このうち88点 を図化 し、

提示 した。出土 した土器 0陶磁器の種別は、国産陶器 と輸入磁器に大別できる。国産陶器は、東海産山茶椀、

古瀬戸系陶器、珠洲産、常滑産、在地産須恵質摺鉢がみられる。輸入磁器は、中国産白磁・青磁がみられる。

出土遺物の時期的な様相は、中世前半(13c～ 14c)か ら中世後期 (15c～ 16c)に わた り、13世紀～ 16世紀の

長期間にわたる。以下、主だった遺構 ごとに出土資料の様相を記述 したい。

主な遺構出土土器 0陶磁器の様相

±2356 古瀬戸底卸 目皿 (1)と 龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗 (2)が 出土 した。1の古瀬戸系陶器底卸 目皿は、

高台内底裏に卸目がみられる。内面見込み部には、櫛描文が僅かに残る。釉は、灰釉が全面に施釉されてい

る。時期は古瀬戸前期様式(13c後半)の ものとみられる。2の 青磁碗は、外面に鏑蓮弁文が施されている。

±2403 4の龍泉窯青磁鏑蓮弁文碗 (I-5類)が出土 した。13c前半のものである。

±2533 古瀬戸灰釉袴腰形香炉が出土 している。灰釉が施釉され、底裏に脚部が貼 り付けられている。

古瀬戸後期様式(15c)に 比定される。

±2567 7の 龍泉窯青磁皿(I-2類)が出±。13c代 に比定される。±2601か らは、古瀬戸灰釉四耳壺

(12)と 中世土師器皿(11)が出±。12は、古瀬戸中期様式(13c末 ～ 14c初 )に比定される。

±2602 8の龍泉窯青磁蓮弁文碗(I-5類 )が出土。±2834か らは、21の 自磁碗 と22の 常滑産甕が出±。

21は、口縁部の釉を掻きとっている自磁碗Ⅸ類 (口禿)(13c中～ 14c初 )で ある。

±2843 自磁合子の蓋(20)が出土 した。型作 りで精巧・上質な作 りである。器面には、精緻な凸文が

みられる。22は、常滑産甕の口縁である。口縁の断面がL字状の形態をとり、口縁部縁帯幅は1.6cmを 沢Iる た

め、常滑編年の5型式(13世紀前半)と 考えられる。常滑産甕は、他に±3110か ら38が出土 している。口縁部

縁帯は下方に垂下しているもので、常滑編年の8型式と考えられる(38)。

±3228 龍泉窯青磁碗Ⅲ-1類 (27)と 内耳鋼 (28029)が 2点 出土 している。27の 青磁碗は、高台端部 (畳

付)以外は全面に施釉されてお り、施釉の後に高台畳付の釉が掻 きとられている。また、露胎部分 と施釉さ

れた部分の境は、鉄分により赤 く発色 している。器壁は薄いものの、釉は厚 く掛けられている。13c中葉～
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14c初頭に位置付 くものか。28の 内耳鍋は、口縁部に穿孔がみら

れるが、破片資料のため単位は不明である。

±3238 古瀬戸灰釉折縁深皿が出土。脚部は貼 り付け成形

で作 られている。±3254か らは、33の 珠洲産壺類の体部破片が

出土。外面は、櫛描波状文がみられる。13c代の所産 とみられる。

±3345で は、42の ロクロ成形の中世土師器皿が出土 した。15世

紀代のものと考えられる。±3482か らは、52の 自磁合子の蓋が

出土 している。±2843出 土品(20)に 類似 したもので、型作 り成

形で精巧・上質な作 りで、器面には精緻な凸文がみられる。

±3569 59の 自磁皿E類が出土 している。底部 は露胎であ

る。その他、小片のため図化 していないが瀬戸美濃産大窯 I期 の

灰釉製品の小片が出土 している。全般に16c前半に位置付 くもの

である。

±3647 在地産須恵質摺鉢(63)が出土 している。淡灰色の

胎土で、内面に橘 り目がみられる。14c代 の所産 と考えられる。  第63図 平安時代の土器 0陶器 (1)

±3726 古瀬戸灰釉平碗 (65)・ 古瀬戸灰釉皿 (64)・ 古瀬戸四耳壺小片 (図化不可)が出±。いずれも15

世紀代のものである。

±3777 72は古瀬戸後期の鉄釉天目茶碗 (15c代 )、 71は龍泉窯青磁碗Ⅳ類である。71の体部外面には、

鏑蓮弁がある。

±3970 図化できなかったが青白磁梅瓶 (12c中 頃～後半)の小片が出土 した。

±3887 15c代 の古瀬戸灰釉平碗(77)が出土 している。

±3986 瀬戸美濃大窯 I期 の灰釉丸皿(73)が出土 した。15c末～ 16c初頭に位置付 く。

±4010 手づ くね成形の土師器皿が出土 した。

±4031 13c末～ 14c初頭の古瀬戸中期様式の灰釉平碗(80)が 出±。清29か らは、古瀬戸灰釉卸皿

(83)、 自磁碗Ⅸ類(84)が出±。84の 自磁碗は、高台部にも施釉されている。検出面からは古瀬戸灰釉卸皿 (88)、

古瀬戸天目茶碗 (85)、 東海産捏鉢(86)が出土 した。

(4)土製品 (第 82・ 96図 )

67住出土の950は板状を呈する不明土製品で、表裏 ともに平坦な面を作る。一部に側面部も見 られるが、

表裏面に対 して傾斜する。土師質を呈する。120住からは紡錘形の土錘が1点 出土 している(1547)。

・５４８
削

49K
溝11

1550NS
溝13
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第5表 中世土器・陶磁器一覧

1図lml 出土地点
器種 法量(面 ) 1残存度| 色1調

成形‖調整::形態:11卿筆:
椰 J 1締 口径 一酪 器高 自縁 1底部 釉 胎彙

」三2356 古瀬戸 底卸目皿 (9.2) 灰釉 灰 底裏に格子状卸日、ロクロナデ、高台貼付

」三2356 青磁 碗 青磁 灰 ロクロナデ、鏑連弁文、龍泉窯

」ヒ2380 古瀬戸 卸皿 2/3 灰 釉 淡黄灰 内面見込み部 に卸 日、底部回転糸切 り

」三2403 青磁 碗 1/24 青磁 灰 ロクロナデ、鏑連弁文、龍泉窯

」三2469 古瀬戸 丸皿 鉄釉 淡黄褐～暗灰褐 内面見込みに煤付着、底部回転糸切痕あり

」ヒ2533 古瀬戸 袴腰形香炉 (7.2) (2.8) 灰釉 淡灰褐 ロクロ成形、脚部貼付

」ヒ2567 青磁 わずか 灰釉 淡黄灰 ロクロ成形

」ヒ2602 青磁 碗 青磁 淡 灰

」ヒ2615 古瀬戸 壺類 5/16 灰 釉 灰 ロクロ成形、底裏回転ヘラケズ リ

■2618 古瀬戸 合 子 灰 釉 淡黄灰 ロクロ成形、内外施釉

±2601 土器 (11.7) わずか 淡灰～淡褐 手ずくね成形

L2601 古瀬戸 四耳壺 (9.0) 1/4 灰 釉 淡灰 ロクロ成形

■2773 青磁 碗 わずか 青磁 暗灰 ロクロ成形、鏑蓮弁文

±3214 青磁 碗 青磁 灰 底部削出高台、高台内も含め全面施釉

」三2790 珠 洲 壺類 (10.0) 灰 ロクロ成形、底部回転ヘラケズ リ

」三2802 古瀬戸 平碗 (76.2) 灰 釉 淡灰～淡黄灰 ロクロ成形

」
=2803

青磁 碗 3/4 青磁 灰 ロクロ成形、底部削 り出し高台、高台畳付～底裏露胎、鏑蓮弁文

」三2829 古瀬戸 卸皿 灰 釉 黄灰 ロクロ成形、底部回転糸切 り、内面見込み卸 目あ り

」ヒ2830 山茶碗 捏鉢 淡灰 ロクロ成形、外面下半～底部回転ヘラケズ リ

」三2843 白磁 合子蓋 白磁 型作 り成形、精緻な凸文、内面露胎

±2834 白磁 碗 白磁 灰 白 削 り出し高台、内面見込み櫛描文、自磁碗Ⅸ類 (口 禿 )

±2834 常滑 甕 (12.3) 淡灰～暗灰 粘土輪積みのち工具ナデ、内面指頭圧痕

」ヒ3022 青磁 碗 (12.0) 1/12 青磁 暗灰 ロクロ成形、鏑蓮弁文

」三3135 古瀬戸 卸皿 1/3 灰 釉 灰～褐 ロクロ成形、見込み部卸目あり

±3188 古瀬戸 水注か 1/4 灰 釉 灰 ロクロ成形、底部回転糸切

」ヒ3194 古瀬戸 (5.0) 灰 釉 灰 ロクロ成形、底部回転糸切痕、外面に煤付着

」三3228 青磁 碗 青磁 淡灰
羹智

削りだし高台、高台端部(畳付)の 釉は掻き取 り。鉄分により赤色に

L3228 土 器 内耳鍋 (26.0) 灰～褐 口縁部に穿孔あ り、 ロクロナデ成形

±3228 土器 内耳鍋 qza.o) 灰～褐 ロクロ成形、体部外面下半手持ちヘラケズリ

」二3229 土 器 内耳鍋 (25.0) 1/12 灰～褐 ロクロナデ成形、体部外面下半手持 ちヘラケズ リ

」三3241 古瀬戸 卸 皿 (10.2) 1/4 灰釉 暗灰褐 ロクロナデ、内面見込み部 に卸 目あ り

」二3264 土器 (11.2) わずカ 暗褐 手ず くね成形、外面指頭圧痕

±3254 珠 洲 暗灰 ロクロナデ、櫛描波状文

」ヒ3281 古瀬戸 卸皿 (16.2) わずか 灰 釉 暗灰 ロクロナデ、体部外面回転ヘラケズリ、内面見込み卸目あり

±2865 山茶碗 捏鉢 (30.2) 灰～褐 ロクロ成形

±2903 土 器 内耳鍋 (2e.6) わずか 暗褐 ロクロ成形、外面下半手持 ちヘラケズ リ

」ヒ3084 土 器 内耳鍋 (24.0) わずか 略 ロクロ成形、外面手持 ちケズ リ

」ヒ3110 常滑 甕 (26.9) 灰 N字状口縁、自然釉付着、口縁ヨヨナデ

±3178 土 器 内耳鍋 (16.4) わずか 灰～褐 ロクロナデ、外面一部ヘラケズ リ

_L3238 古瀬戸 折縁深皿 (15.0) 灰 釉 灰 褐 ロクロ成形、外面～底部回転ヘラケズリ、底部脚部貼 り付け(単位不明)

」三3297 古瀬戸 合子 (3.8) 灰 釉 暗灰 ロクロナデ、底部回転糸切 り

±3345 土 器 4/5 淡褐～褐 ロクロナデ、口縁ヨヨナデ、底部回転糸切 り

」三3333 山茶碗 捏鉢 (9.6) 暗灰 ロクロナデ、体部下半回転ヘラケズリ、高台貼 り付けのちナデ

±3410 古瀬戸 卸皿 (68) 灰 釉 灰～褐色 ロクロ成形、底部回転糸切 り、内面見込み部に卸目

」ヒ3336 白磁 碗 (16.1) 自磁 灰 ロクロ成形、口縁玉縁状

±3415 古瀬戸 卸皿 (10.0) 灰 釉 暗灰 ロクロ成形、内面見込み部に卸目あり

±3416 古瀬戸 平碗 (17.4) 灰 釉 暗灰 ロクロ成形

±3428 瀬戸美濃大窯 壺類 7/12 鉄釉

」ヒ3514 古瀬戸 天 目茶碗 (11.6) 鉄釉 灰 ロクロ成形

」三3516 古瀬戸 灰釉平碗 (14.0) 灰釉 灰～褐 ロクロ成形

」三3651 青磁 碗 わずか 青磁 灰 ロクロ成形、鏑蓮弁文

」三3482 白磁 合 子 自磁 灰 型作 り成形、精緻な凸文

」三3519 古瀬戸 卸 皿 (11.0) 灰釉 灰～褐 ロクロ成形、内面見込部 に卸 目

」ヒ3485 古瀬戸 卸皿 (10.7) 1/4 灰釉 灰～褐 ロクロ成形、内面見込部 に卸 目

」ヒ3522 瀬戸美濃大窯 丸皿 (13.2) 灰 釉 灰褐 ロクロ成形

」ヒ3535 青磁 碗 わずか 青磁 灰 ロクロ成形

L3560 青磁 碗 青磁 灰～褐 鏑蓮弁文、龍泉窯青磁

」三3504 古瀬戸 折縁深皿 (20.0) 灰釉 黄灰色 ロクロ成形

」三3569 白磁 (5.4) 1/4 白磁 灰褐色 底部削り出し高台、底部露胎、自磁皿E類

■3645 青磁 碗 (13.e) わずカ 青磁 灰～褐 ロクロ成形、鏑蓮弁文

±3645 山茶碗 碗 わずか 灰 ロクロ成形、高台端部 に籾圧痕

」三3645 山茶碗 捏鉢 1/4 淡灰～淡灰褐 ロクロ成形、内面見込み部 に使用痕あ り

」ヒ3647 在地産須恵質 橘鉢 (30.1) 1/12 灰～暗灰褐 ロクロ成形、内面橘 目あ り

L3726 古瀬戸 灰 釉 暗灰 ロクロ成形、底部回転糸切 り

」二3726 古瀬戸 平碗 1/4 灰 釉 暗黄灰 ロクロ成形、底部削 り出し調整、外面下半回転ヘラクズ リ調整

」三3716 山茶碗 捏鉢 (13.8) 暗灰 ロクロ成形、外面下半回転ヘラケズ リ

」三3738 古瀬戸 天目茶碗 (11.2) わずか 鉄釉 暗灰 ロクロ成形

」ヒ3759 古瀬戸 折縁深皿 (22.4) わずか 灰釉 暗灰 ロクロ成形、体部回転ヘラケズ リ

」ヒ3781 古瀬戸 合子 灰釉 暗灰 ロクロ成形、回転糸切 り

」ヒ3835 古瀬戸 壺類か 錆釉 暗橙褐 ロクロ成形、底部回転糸切 り

L3777 青磁 碗 わずか 青磁 淡灰 ロクロナデ、鏑連弁文、龍泉窯

L3777 古瀬戸 天 目茶碗 (12.8) 鉄釉 灰～褐 ロクロナデ

」三3986 瀬戸美濃 九皿 (10.1) 灰釉 灰～褐 ロクロナデ成形、施釉部口縁のみ、瀬戸美濃大窯製品

」三3997 青磁 碗 わずか 青磁 淡灰 ロクロ成形

」ヒ3834 山茶碗 捏鉢 (11.0) 暗灰 ロクロナデのち体部外面下半回転ヘラケズリ、底部回転ヘラケズリ

_L3857 土 器 (12。 1) (10。 4) 淡褐 ロクロ成形、底部回転糸切 り、口縁 ヨヨナデ

古瀬戸 平碗 (16.0) 灰 釉 黄灰 ロクロ成形、体部下半回転ヘラケズ リ

」三3960 青磁 小碗 (3.7) 1/4 青磁 灰
|

嘆部削り出し高台、高台内露胎

」三3960 古瀬戸 卸 皿 (16.8) 1/12 灰釉 灰 ロクロ成形

」ヒ4031 古瀬戸 平碗 (11.8) 1/4 灰釉 淡灰褐 クロ成形

」ヒ3662 土 器 内耳鍋 (27.4) 灰～褐 ロクロ成形、口縁ヨヨナデ

」ヒ3733 古瀬戸 橘鉢 (28.8) (11.8) 1/3 錆釉 灰～褐 ロクロナデ、口縁 ヨヨナデ、底部回転糸切、指 目10単 位

溝29 古瀬戸 卸皿 (13.7) 灰釉 灰
|

ロクロ成形、内面見込み橘 目あ り

溝29 白磁 碗 (3.7) 白磁 ロクロ成形、底部削り出し高台、高台畳付および底裏露胎

検出面 古瀬戸 天目茶碗 (11.5) 鉄釉 灰 ロクロ調整

検出面 山茶碗 捏鉢 灰 ロクロ成形、体部下半ヘラケズリ、内面使用痕あり

排 土 青磁 碗 わずか 青磁 灰 ロクロ成形、鏑蓮弁文

検出面 古瀬戸 卸皿 (15.6) 灰釉 灰 ロクロ成形、底部回転糸切 り、内面見込み部卸目あり
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2 石I毛器 (第6～ 18表、第990100図 )

(1)石器群の概要

川西開田遺跡第3茨調査 C区及 び第4次調査B区 では出土 した土器型式か ら、縄紋時代 中期、古代、 中世 に

帰属すると推定 される遺構 が検 出されているようである。遺構検 出面、石器認定基準、及 び石器 回収基準

は不明であるものの、恐 らくは所謂定形的な石器 を中心 として、3C区石器群 595点、4B区石器群 240点 、計

835点 の石器群が回収 された(註 1)。

二次元座標記録率 は十数%に とどまるものの、接合作業及 び母岩識別作業 を実施 した ところ、3C区石器

群では母岩別資料6例 23点 (接合率3.3%,同一母岩率 1。 2%)、 4B区石器群では母岩別資料3例6点 (接合率 1。 1%,

同一母岩率 2。 3%)を確認 し得た。 しかしなが ら、遺構間接合関係及 び遺構間同一母岩関係 は確認 し得 なかっ

た(註 2)。

[追記]

入稿後4B石器群に石器1点が追加されたが、諸般の制約から本文及び表中には反映されていない。

ID:246出土遺構1:SK2559出土遺構2:― 器種:有孔石製品(Yk)石材:粘板岩(Sl)重量:7。8g単独資料

[補註]

註1 粗質石材素材剥離系石器群及び、炉や竃等の構築材を主体 とすると考えられる粗質石材素材分割剥落系石器群

の回収率が低い可能性がある。

註2 主要諸元一覧は石器群の回収精度、整理作業精度、及びその質量を最も簡潔に表示しようと試みたものである。

しかしながらこれらはあくまでも遺物の属性であり、今後は遺跡及び遺構そのものの、質量及び調査精度の数値

化が必要となるものと考えられる。

[主要引用参考文献]

太田圭郁 2000「石器」『平瀬遺跡Ⅱ』松本市教育委員会 pp93～ pp122

太田圭郁 2000「石器」『百瀬遺跡Ⅳ』松本市教育委員会 pp44～ pp49,57,58

太田圭郁 2001「石器」『岡の官遺跡 I』松本市教育委員会 pp9～ pp14,pp25～ 29

石材略号 石材名

Ob 黒耀岩

BORh 黒雲母石英質流紋岩
黒色緻密安山岩

An 安山岩
CrAs 溶質凝灰岩

閃緑岩

OuPo 石英斑岩

蛇紋岩
FGHSa 徊粒硬砂岩
HSa 便砂岩

砂岩

SaSh 砂質頁岩

輝緑凝灰岩

凝灰岩
砂質粘板岩

h/1eSl 変質粘板岩
粘板岩

Ch チャート
緑泥片岩

Ou 石英

Ta 滑石

第6表 石材略号一覧

第7表 遺構略号一覧

総回収個体数 単独率

接合個体数 接合率 3.3ア

同一母岩個体数 司一畳岩率 1.2%

母岩識別資料個体数 母岩構成率 4.4ア

昌岩数 (格合資料母岩数 ) 平均接合個体数

自然礫 自然礫含有率

三次元座標記録総個体数 三次元座標記録率

遺構帰属個体数 遺構 帰属率

第8表 川西開田3⊂ 主要諸元一覧

総回収個体数 単独率 97.7%

接合個体数 格合率

同一母岩個体数 司一 畳 岩 率 2.3%

母岩識別資料個体数 母岩構成率 3.4%

母岩数 (接合資料母岩劉 平均接 合個体数

自然礫 (非接合対象個体 ) 64 自然礫含有率 26.7%

三次元座標記録個体数 三次元座標記録率 12.9%

遺構帰属個体数 238 遺構帰属率 99.2シ

第9表 川西開田4B主要諸元一覧

略 号 器種名 略号 器種名 略号 器種名 略 号 器種名

R/1S 原 石 ヒ形石器 PT 礫 片 Ws 砥石状石器

石核 スクレイパー状石器 PTl 礫片 1類 錘状石器 1類

剥 片 RF 二次加工ある剥片 礫片 2類 硯形石器

BC 喫状石核 MF 微細剥離痕ある剥片 礫 片複合 帯止具形石器

BF 喫状剥片 FA 打製斧形石器 礫石器 1類 臼形石器

尖頭器 磨製斧形石器 P2 礫石器 2類 Uk 不 明

鏃形石器 P 礫 PC 礫石器複合

第10表 器種略号一覧

母岩 ID 母岩番号 接合番号 ID(括弧 内非接合 ) 出土遺構・層準 接合個体数 残存率 重量 (gl 分離順序

1 Sa23 M23 23)。 (53)。 (500) 231SB067 SEl,531SB075 S),5001SB068馨 :」D

HSa266 R266 266.267.268

2661SB100ピ ット2No.2),2671SB100ピ ット2No。 2),

2681SB100ピ ット2No.2) 528.0 266→ (267+268)

HSa280 N1280 280),(281),(282) 2801SK1343覆■l,2811SK1343覆 ILl,2821SK1343 No.3)

SaSh309 309,310,311 3091SP638 7買IL).3101SP638 7夏 」1),31llSP638 7夏 」二) 28.3 310+309+311

Ob338 R338 338.339 3381TKl,3391TKl 97 338+339

Ob521 R521 521,523,525,526,527,529,530,532,533

5216K1262覆土),5236K1262覆土),5256K1262覆土),

5261SK1262覆土),5271SK1262覆 ILl,5291SK1262覆土),

5301SK1262看土)5321SK1262覆 [土).5331SK1262覆土) 59。 8

527→

―|〉  1を,21] 卜+― f] fI] 〕 hHE (3 〔nH口5厖2:

第11表 川西開田3⊂ 母岩別資料一覧

第12表 川西開田4B母岩別資料一覧
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母岩 ID 母岩番号 接合番号 ID(括弧内非接合) 出土遺構・層準 接合個体数 残存率 重量 lgl 分離順序

1 HSa82 M82 (82).(83) 82(SK2715),83(SK2715) 45.0

S193 93,94 93(SK2748),94(SK2748) 93+94

FGHSa212 M21 (212)。 (243) 2121SD29).243(SD29)



出十遺構 MS C BC FP SDI SC RF Ⅲ FA PI PTl PT2 PTC P2 Ws 計

SB070

SB089 24

1 1

SB094

SB097 1 1

SB098 1

SB099 1

SB101 1 1

SC5 1

SC8 1 1

SD22 20

SK1075
SK1260
SK1262
SK1263
SK1265
SK1305
SK1308
SK1343
SK1354
SK1385
SK1404
SK1405
SK1406 1

SK1410
SK1411 1

SK1415
SK1420
SK1457
SK1483 1

SK1488 1 1

SK1527 1

SK1532 1 1 1

SK1542 1

SK1550 1

1 1

SP247 1

SP373
1

SP411 1

W501 1

SP626 1

SP638

SP656
SP850
SP988
Ⅸ 1 1 1 1

IY
厖 1

計 8C 1 661

出土燿罪利 MS C BC Ⅱ FP SDI SC RFI 剛 | FA I
y     

「|yrl F PTCI Vsl 計

第13表 川西開田3⊂ 遺構単位器種組成

出土堤萎劃 Ob BORh BAn 論 CrAs Di HSa SaS clTu SaSl Ch Ou 計

SB032

SB035
SB036

1

1

SB047

SB049 1

SB050
SB051
SB052
SB053
SB054
SB055

SB057 1

SB058 1

SB061 1

SB062
SB063
SB064
SB065 |

SB067
SB068
SB069
SB070

SB072
SB073
SB075

1

SB078
SB079 1

SB084
SB086
SB087
SB088 1

SB089
SB090 1 1

1

SB093

SB095
SB096 1

1 30
SB098 1 27 1 42

1

1

SB101
SC5
SC8
SD17
SD18
SD20 1

SD22
SD24
SK1075
SK1260 1

SK1262
SK1263
SK1265
SK1305
SK1308
SK1343
SK1354
SK1385
SK1404
SK1405
SK1406  1 J
SK1410 1 J
SK1411 1

―――――|―

SK1415 1 劃
SK1420 1
SK1457
SK1483
SK1488 L 1

SK1527
SK1532
SK1542
SK1550 1

SP247 1

SP373
SP390
SP411
SP477
SP501   1 上 1

SP626   1 ⊥
SP638   1

|

1

SP656 1

SP850
SP988
Ⅸ 1

Ⅳ 1 1

厖 1 1

計 3 21 1 5 321 221 31595
出土燿罪刺 |

〕b lE 10Rhl lAn lA n CrAsl Di l ISal S SaSJ 「uS lSI Ch0111計

第14表 川西開田3C遺構単位石材組成
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石材略号 剛 BF T P Sp 斑 Ⅶ FA PI PTl PT2 PTC PC Ws Bt 計

HSa 39 1 1

Ou
計 1 1 1 1 1

第15表 川西開田3⊂ 石材単位器種組成

石材略号 VIS C BC FP 即 Ⅲ FA 鵬 PI PTl PTC P2 Ws Su Us 計

HSa 23 123

計 1 1 46 1

第16表 川西開田4B石材単位器種組成

出十韮罰善1 VIS FP RF Ⅲ FA PA PI PTC PC Ws Su Us 計

SD28 1 1

W
計 1 1 30 74 1 240

出櫛 MS BC P Ⅲ A/1F FA PA PT PTl PTC Ws Su Us 計

第17表 川西開田4B遺構単位器種組成

出十鮮瓢韓1 た CrAs OuPc FGHSa HSa SaSh Tu SaSl MeSl Ch ChSc Ta 計

SB102 1

SB104
SB107 1

SB121 1 25

SB122 1 1

SB124 1 1

SD28
SD29 1

SD30 1

SD34
SK2267
SK2303
SK2305
SK2306 1

SK2317 1

SK2325 1

SK2383 1 1

SK2385 1

SK2437
SK2447 1

SK2536 1

SK2593 1

SK2600 1 1 1

SK2661
SK2707 1

SK2715 1 1

SK2722
SK2731
SK2748
SK2768 1

SK2773 1 1

SK2790 1

SK2792 1

SK2851 1

SK2855 1

SK2864 1

SK2878
SK2908 1 1 1 1

SK2916
SK2928
SK2929 1

SK2991 1

SK2994 l

SK3002 1 1

SK3007 1

SK3034 1 1

SK3081 1 1

SK3084 1

SK3216
SK3229 1

SK3277 1

SK3279 1

SK3336 1

SK3345 1 1

SK3375 1

SK3411 1

SK3499
SK3518 1 1

X3575 1

SK3620 1

SK3645 1 1

SK3716 1

SK3758 1 1

SK3779 1 1

SK3782 1 1

SK3783 1

SK3787 1

1

SK3976
SK4010 1 1 1

SK4011 1 1

SK4026 1

SK4035
SK4048 1 1

Ⅸ

IY
計 1 123 1 1

J」壺劃青 鋤 鮨 CrAs OuPo FGHSa HSa SaSh ru SaSI MeSl ChSc Ou Ta

第18表 川西開田4B遺構単位石材組成
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BQRh単独

447 SB054
FP Ob単独
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SB098
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第99図

532

|

′ヽ

◆

529

521C+523]√F+525〕√F+526〕√F+527C+529 RF+530F+532]И F+5331√F

◆

◇

467 SB057
FP Ob蜂象を虫

圏
――Ｉ
Ⅲ
ψ

593
TZ

FA Di

単独

Ws Tu単独

‐‐［ＨＨ日日日日日日日日日『‐

日
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□
1                      10 SB039

Bt BAn単独

5cmO
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15cmO          (258,593)

石器 (1)

゛

Ob521 R521
SK1262

207 SB097 Sp Ch主義独
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Ｕ

働

贈

〇

FGHSa単独

Ｏ

ＳＫ２

SK3779
FP Ob単独

96
768 FP Ob導まを虫 R93S193

SK2748
93 PTl+94 PTC

231
SK3081

PA Se単独

SaSh単独

47
SK2325 PC

Ta単独

SK2437 Ws Tu単独

□ □
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SK2306
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第100図 石器 (2)
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3 金属製品

3C04B区 の遺構を中心に、590点 の金属製遺物を得た。これらの内訳は鉄器309点、銭貨を含む鋼製品135点、

鍛冶関連資料の鉄滓146点である。時期的には3C区および4B区の住居址・溝状遺構出土品が平安時代、それ

以外の4B区出土品が中世に帰属するとみられる。本報告では、 これらのうち図化可能な134点 を提示 し、そ

れ以外のものについては一覧表に記 した。以下、図化 したものを中心に概要を記す。

(1)鉄器 (第 19表・第101～ 104図 )

309点 中、器種の判明したものは112点である。その内訳は点数の多いものから釘 (60点 )、 刀子(23点 )、 鏃 (10

点)、 鎌 (7点 )、 紡錘車 (4点 )、 隧鉄 (3点 )、 楔 (3点 )、 鋤先 (1点 )、 鋸 (1点 )、 苧引鉄 (1点 )、 鈴 (1点 )、 肘金具 (1

点)、 門金具 (1点 )、 和鋏 (1点)で ある。

釘は46点 を図示 した。 うち平安時代の遺構出土は8点 のみで、他はすべて中世の土坑・ピットからである。

平安時代の釘のうち頭部の残る3点 を見ると、上端が丸みを帯びて曲げられるもの(2)と 鋲のように丸い皿

状を呈 し、基部が細い角状を呈するもの(54066)が ある。中世の釘は上端を叩き延ばしてから折 り曲げた

ものが大半で、他に基部の上端をそのまま折 り曲げたもの(348)、 先端が尖るもの(225)が ある。

刀子は図示 した23点のうち8点 が中世の土坑出土、他は平安時代の遺構出土である。関および身部の形態

にい くつかのあり方が認められる。まず刃側 0棟側両関 となるものに600620970117・ 120012301600

172・ 406がある。この中にも関の設け方に明瞭な屈曲のあるもの、不明瞭なものなどバラエティーがある。

次に棟側が無関になるものに263が ある。もう1種類刃側が無関になるものに14059が あり、 この2点 は棟側

の関が緩 く湾曲した形状 を呈する。身部の形態は切先まで棟が直線を描 くか反 り気味なもの(590600690

8701600172・ 2100263)と 切っ先に向かって弧を描いて下がるもの(1401200157)な どがある。それぞれ

の中にもさらに刃側のあり方にも直線的なもの、湾曲するものなどい くつかの相違が見 られる。

鏃は8点 を図示 した。いずれも平安時代の遺構出土である。その他不明品とした126も 鏃の可能性がある。

形態的には長三角形で逆刺を有 し身部断面が両丸造 りのものが主体 (180800116・ 1280159)で、他に同形

態で関が撥状を呈する460211、 これらより幅広の二等辺三角形を呈 し逆刺を有する191が見 られる。

鎌は5点 を図示 した。560730136は 平安時代、それ以外は中世の±2601-括 出土品である。56は唯一の

完形品で、基部～刃部はさほど幅を変えず直状を呈する。刃部は内外 ともに先端近 くで屈曲している。折 り

返 し部 と基部の角度は鈍角である。73は幅広の刃部破片で、先端部を欠 く。136は基部の破片で、折 り返 し

部は欠 く。刃部にかけて長 く直線的で徐々に幅を増す。264は幅広の刃部先端である。288は基部から刃部

にかけての破片で、刃部に向かい幅を減 じる。

紡錘車は4点 とも図示 し得た。100570179は住居址出土、260は 中世の±2555出土である。100179・ 260

は輪部で、260は 2分の1を欠損する。いずれも大型の部類で断面形は凸レンズ状を呈するが、179の み中央

部が上方に突出する。軸孔も不明瞭で紡錘車でない可能性もある。57は紡車由で、頭部を欠いている。

隧鉄はすべて中世の土坑出土で、2点 を図示 した(2860377)。 山形の基部中央が透かしとなるもので、

286は蕨手状に装飾が施される。両裾は286が短 くつまみ上げるのに対 し、377は緩 く湾曲させている。底部

はほぼ直線的で両端は丸みが強い。

楔 (196・ 2370410)は 237の み完形、他2点 は先端部を欠 く。いずれも基部は長方形の断面を呈 し、頭部は

使用により潰れが生 じている。

鋤先 (82)は 62住の出土で完形品である。全体に縦長の形態で、刃部は先端が尖 りV字形を呈する。2枚の

鉄板を貼 り合わせて製作されたものと推定され、袋部は両面均等に捲 り断面Y字状を呈する。
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鋸 (90)は 67住 から出土 した刃部のみの破片である。刃側は直線的で目立ては細かい。棟側 も直線的で、

先端部は丸みを帯びている。

苧引鉄(216)は 中世の±2298出 土品である。一方の肩を欠 くため全体の大 きさはわからないが、小型の部

類 と推定される。肩はやや丸みを帯びる。

鈴(412)は 中世の±3836出 土品で、完形である。上下に潰れた体部形態で、接合部は凹線をなす。吊金具

は方形でしっか りした作 りである。

肘金具 (48)は 39住 出土で頭部先端を欠 く。鉤は基部が方形、先端部が円形の断面をする。頭部はピン状

を呈するものと推定される。

閂金具(141)は93住 出土で先端部のみ欠損する。

鋏 (15)は 37住 出土で、和鋏の刃部破片である。棟側が直線を描 くのに対 し、刃側は緩 く弧を描 く。

(2)銅製品 (第 19表・第104図 )

内訳は鋼製品12点、銭貨123点である。鋼製品のうち5点 は平安時代、それ以外および銭貨はすべて中世

のものである。

ア 平安時代の銅製品

最初に平安時代のものについて。35は 円盤状を呈 し、中心部および側縁の2分の1を欠 く。表面に鍍金が

施された金鋼製品である。3は方形の薄板の中央を大 きく切 り抜いたもので、断面は反っている。表面に細

密な毛彫 りによる絵柄が施される。76は 正方体の頭部に細い棒状部が取 りつ くもので、先端は細 く尖る。

115は 円盤状を呈する。2次調査2A区 において同様な形状のものが出土 している。8は銅銃の破片で、潰れ・

歪みが大きく原形はわからない。回縁部は月巴厚 し面取 りされる。

イ 中世の銅製品

次に中世のものについて。259は 円筒状の用途不明製品で、両端は玉縁状に処理する。399は 方形板状の

製品で、一方を欠 くため全形はわからない。中央部に小孔が穿たれる。30704200441は刀装具である。

420は薄板を切 り抜いたもので、切羽である。307は鞘金具で潰れている。441も 鞘の足金物で、表面には毛

彫により唐草紋が描かれる優品である。446は身の浅い銅鈍あるいは承盤か。内屈する口縁部の破片である。

ウ 銭貨

中世の土坑墓から123点 が出土 した。 このうち銭種が特定で きるものは99点 ある。内訳は嘉祐通費 (北

宋 01056)5点 、開元通費 (初鋳 :唐 0621年、以下同)15点、乾元重賓 (唐・759～)1点、太平通費 (北宋・

976)1点、淳化元責 (北宋0990)2点 、至道元賓 (北宋・995)3点、景徳元賓 (北宋01004)1点 、祥符通費 (北宋・

1009)3点、天薦通費 (北宋 01017)1点 、天聖元賓 (北宋・ 1023)6点、景祐元賓 (北宋 01034)2点、皇宋通

賓 (北宋 01039)12点 、至和元賓 (北宋 01054)1点 、熙寧元責 (北宋 01068)9点 、元豊通費 (北宋・1078)9

点、元祐通費 (北宋 01086)9点、紹聖元賓 (北宋 01094)6点、聖宋元責 (北宋 01101)3点、大観通費 (北宋 0

1107)1点、政和通賓 (北宋 01111)6点 、洪武通費 (明 01368)1点 、永楽通費 (明 01408)1点 である。

(3)鉄滓 (第 19表 )

平安時代の住居址・土坑・ ピット・溝から134点、中世の土坑から12点、合計146点 の鉄滓が出土 した。

これらの重量は2gか ら955gの ものまである。出土遺構は大型住居址の37住 に特に多い点が注意される。 し

かし、37住 を含め調査範囲から明確な鍛冶遺構は見出されていない。4B区 の中世土坑から出土 した12点 は

平安時代のものが紛れ込んだ可能性もあろう。
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図 地区 出土遺構 雛
寸法(―l)

聾
９

備考
一長 幅 一厚

滓

滓

○ 59住 鏃

欠番

○ 62住 鋤 先

63住 滓

滓

654≧ 滓

滓

○ 刀 子

滓

竃上面 滓

○ 67住 鋸

○ 不 明

滓

69住 滓

70住 滓

滓

滓

○ 刀 子

滓

滓

71住 不 明

72住 滓

滓

滓

滓

滓

周溝 不 明

滓

滓

73住 政和通費

○ 釘

滓

滓

○ 不 明

76住 不 明

○ 77住 銅製品 (円盤状 )

○ 鏃

○ 刀 子

不 明

77住 不 明

○ 78住 刀 子

滓

○ 釘

○ 刀 子

滓

79住 滓

○ 85住 鏃 か

87住 滓

○ 88住 鏃

滓

滓

滓

滓

滓

不 明

滓

○ 89住 鎌

89住 滓

90住 滓

91住 銅製品

93住 不 明

○ 門金具

滓

滓

竃 滓

○ 944L 刀 子

滓

床下N 滓

95住 滓

97住 滓

滓

滓

滓

滓

不 明

第19表 金属製品一覧

一ｍ 図 地 1区
:出土遺構 器種

寸法1缶ぬ) 聾
０

備考|
長 幅 厚

32住 滓

○ 釘

○ 銅製品 (飾金具 )

○ 釘

滓

滓

滓

○ 銅 碗

滓

○ 34住 紡錘車

35住 滓

36住 滓

滓

○ 37住 刀 子

○ 鋏

○ 不 明

不 明

○ 鏃

○ 不 明

不 明

滓

澤

滓

滓

滓

滓

滓

滓

不 明

滓

○ 釘

滓

滓

滓

○ 金銅製品 (円 盤状 )

滓

不 明

不 明

○ 釘

不 明

滓

滓

38住 不 明

滓

滓

○ 39住 鏃

滓

○ 肘金具

滓

不 明

41住 滓

42住 滓

滓

○ 43住 釘

44住 釘

○ 46住 鎌

○ 48住 紡錘車

滓

○ 刀 子

○ 刀子

滓

○ 49住 刀 子

滓

51住 滓

竃 滓

○ 52住 釘

滓

53住 滓

○ 刀 子

滓

54住 不 明

○ 刀 子

○ 55住 鎌

不 明

57住 滓

○ 銅製品

58住 不 明
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一ｍ 図 地 区 出土遼構 器種
寸法(― ) 聾

鐵
備考

長 1幅
‐

厚

釘

不 明

○ 98住 刀 子

98住 不 明

○ 99住 鏃

○ 99住 刀 子

99住 不 明

100住 滓

101住 滓

不 明

102住 滓

滓

不 明

滓

滓

107住 滓

不 明

○ 1214L 刀 子

滓

N貼床内 滓

滓

不 明

122住 滓

竃S脇床 滓

○ 124住 紡錘車

滓

滓

滓

滓

滓

滓

欠番

滓

溝17 滓

不 明

滓

○ 溝22 鏃

○ 溝22 刀 子

溝23 不 明

○ 溝24 刀子2点

溝28 不 明

○ 溝29 楔

不 明

不 明

」三1237 滓

■1245 滓

」三1260 滓

欠番

±1411 不 明

滓

滓

」三1437 不 明

不 明
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」ヒ1488 滓

○ ±1541 刀 子

○ ±1552 鏃
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滓
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○ ±2379 釘
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」三2386 至道元費

±2396 元祐通貿

±2399 不 明
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±2424 開元通費
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滓
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滓
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±2644 不 明
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嘉□□費
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滓
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」ヒ3472 不 明
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」ヒ3487 不 明
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○ 」ヒ3789 不 明

嘉祐通費

○ 」三3822 楔
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○ 」三3836 鈴

±3849 不 明
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不 明
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|
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|
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難朧葺調:査10檬邊:め

今回の調査では平安時代、 とりわけ9c中 頃から1lc末 までの平安時代の集落址、および中世、12c～ 16c初

頭の土坑墓群が得 られた。 ここでは調査のまとめに代えて、出土遺物や遺構の重複関係から判明した各遺構

の帰属時期に基づいて、川西開田遺跡2A03C04B区を中心 とした平安時代集落の動 き、中世墓址群のあり

方について概観 しておきたい。

1 平安時代 7・ 8期 (9c中葉～後葉)

38棟 の竪穴住居址がこの時期のもので、掘立柱建物址の大半もこの時期だと考えられる。本段階は集落

の形成期であ りかつ頂点に達 した時期 といえる。居住域を囲む溝状遺構はこの段階の前半 (7期 )頃 まで存在

した可能性が高い。本遺跡に隣接する三間沢り|1左岸遺跡もこの頃より集落の形成が開始されている。

この段階の前半 (7期 )の居住域は北・西・南縁を溝状遺構で人為的に区画され、東側は居住地には適さな

い南北方向の礫層帯で画されている。堆積の状況から区画溝は同時に水路 としての役 目も果たしていたよう

である。

居住域の中において、本段階の遺構は中心域から東縁にかけて大型の住居址、建物址が集中する傾向が顕

著に窺える。そのあり方は柱穴を伴 う大型住居の67068住 を囲むようにその南・西 0北側に3間 ×2間の建

物址や中型の住居址が取 り巻いている。されに東～南東側には大型の78065住 があり、その周囲にも2間 ×

2間 の建物址や中型の住居址が存在する。 これら中心部の遺構群は60m四方の範囲に集中し、その周囲は遺

構の空白地帯 となっている。

空白地帯をおいて居住域の外縁 =溝にそった北辺～西辺にかけては54住 など中型の住居址が溝状遺構 と

一定の距離を置いて平行かつ直線的に分布 している。 ここにも掘立柱建物址が伴 うが、規模の大 きい3間 ×

2間 の建物は見当たらない

区画溝の西外にも前半段階の2棟の住居址がある(123・ 124住 )。 これらは溝状遺構が埋没 した後半 (8期 )

段階で北側の12101220125に移行 した可能性がある

本段階の遺構群における遺物のあり方を見ると、次段階に比較 して量的には決 して多 くはないものの、中

心域の住居址群 と北縁部の住居址群からは鋼製品や墨書土器が多 く出土 し、西縁部からはまった く見出され

ない傾向が窺える。前者ではとりわけ緑釉陶器5点 と墨書土器を出土 した65住や灰釉陶器印花紋蓋・稜椀を

得た67住 などが注 目される。なお、溝24か ら出土 した墨書土器に見 られる「王」の文字は、三間沢を挟んで

北接する三間沢り|1左岸遺跡で多量に出土 してお り、両集落の密接な関係を窺わせるものである。

2 平安時代 9・ 10期 (10c前葉～中葉)

本段階は21棟の竪穴住居址が確認された。前段階に比べて集落が縮小 している。

居住域を囲む溝状遺構はこの段階には消滅 しているが、前段階に見 られた空間構成はほぼ保たれている。

中心域は前段階ほどの顕著な空間構成はみられないが、柱穴を伴 う大型住居の37住 を中心に住居址が群在

する。37住 は前段階の35036住 から連続的に移行するもので、金鋼製品、緑釉陶器11点、耳血5点、墨書土

器7点 など特殊遺物が際立って多 く、傑出した存在である。37住の東西には中型の住居址が分布 し一群を形

成 している。これら中心域の住居址群の北には49住等3棟の住居址が新たに出現する。前段階で空白地帯だっ

た地域である。

北辺部の住居址群は58住等4棟が東西に連なる。 うち3棟は中心部の37住 と同規模の柱穴を伴 う大型住居
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である。特に16住 からは延喜通費、円盤状鋼製品、馬具が出土 してお り注意される。西辺部は中型住居址

を中心に前段階から拡大 し、その東縁を区切って溝22が現れる。 この溝に関連 して、溝22と 平行 に居住域

南縁から中心域に至る溝17019も この段階のものと考えられる。

遺物のあり方は先に触れたもののほか全体的に緑釉陶器の保有量が多 くなり、各領域の住居址から出土す

る。一方で墨書土器は数を減 じるが、37住で大量に保有される則天文字「几」のあり方は注意される。同じ

文字は同時期の32住 出土品、11～ 12期 の88住 出土品の中にも見 られる。37住の事例はこうした文字が記さ

れる事例 としては新 しい段階に位置付 くものであろう。その他、中心域の32住 からは銅銃の破片、91住か

らは不明鋼製品が出土 している。

3 平安時代 11012期 (1lc後葉～ 12c前葉)

この段階は集落の縮小が進み、住居址は15棟のみとなる。 とりわけ後半段階(12期 )で確実なものは410

66住の2棟のみとなる。特徴的な動 きとしては、前段階からこの段階の初め頃にかけて柱穴を伴 う超大型住

居の39住が出現することである。

居住域の空間構成はその位置を変化させつつも、前段階までと同様、中心域 と外縁部の住居址群から成 り

立っている。中心域は39住の北～東～南側に10棟の中型住居址が分布する。

北辺部は15住のみ、西辺部も数を減 じ4棟のみとなる。特殊遺物のあり方は39住 ほか中心域の住居址を中

心に緑釉陶器、墨書土器が見 られ、77住からは円盤状鋼製品のほか6点 の鉄器が出土 した。 しかし全般的に

これらの保有量は少なくなっている。

4 平安時代 13014期 (12c中 葉～後葉)

この段階の住居址はわずか2棟のみとなり、後半 (14期 )を もって集落は消滅する。

この段階は前段階までのような空間構成はもはや窺えない。57住 は前段階から本段階の初め頃にかけて、

61住 は後半段階の住居址で、それぞれ前段階までの中心域からは外れた位置にある。57住 からは銅製品、

緑釉陶器が出土しているが、61住からの特殊遺物の出土はない。

5 平安時代のまとめ

以上のように平安時代の集落は、その前段の奈良時代あるいは古墳時代に遡る遺構・遺物は何 らなく、9c

中葉に突如出現 し、12cに入ると急速に衰退 した集落 ということができる。集落形態も大規模な溝で居住域

が画され、内部の空間構成も大型住居址や掘立柱建物址などの分布に強い規貝J性が窺えるものであった。出

土遺物においては大型住居を中心に銅製品や緑釉陶器の大量保有、特定の文字を記した墨書土器の保有など、

他遺跡 とは異なる際立った特徴を有 している。こうしたあり方は集落の継続期間も含めて、三間沢り||を挟ん

で対峙する三間沢り|1左岸遺跡 と酷似 してお り、「王」の墨書土器の双方での出土にみるように、両者は密接に

関連する集落であったと考えられる。

歴史的環境でも触れたとお り、両遺跡のある一帯は神林堰や和田堰等梓川からの本格的な導水が開始され

るまで、水田耕作には向かない地域であった。弥生時代中期前半の境窪遺跡以降、居住域 としては見放され

たこの地に、わずか300年ほどの間に両遺跡で少なくとも350軒以上にも及ぶ巨大な集落を形成させた背景

はいったい何であったのか。長距離に及ぶ計画的水路の造成や整然 とした居住域の形成、希少遺物の大量保

有等の状況は何を示 しているのか。この問題については、これまで三間沢り|1左岸遺跡の調査成果において度々

指摘を受けているとお り、当時の初期荘園との関わ りの中で捉え、中央貴族 との親密な関係を持ちながらこ

の地域の開発に精力的にあたった有力集団の存在を考えなくてはならない。近接する両集落それぞれどのよ
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うな役割を担い、 どのように連関して機能 していたのか、今後は遺構や出土遺物のあり方から、例えば彼 ら

の生産基盤が何であったか。それに対 し集落の初期段階で埋没 した溝 =導水路をどう解釈するか ?意外に少

ない鉄製農具が何を示唆するのか等、より具体的な検討を進める必要があろう。

6 中世 (12c末～ 16c初頭)

12c末に至って平安時代の居住域の西側に基域が形成される。 この一帯は三間沢り||な いしは鎖川の旧河り||

跡であり、平安時代には居住域 としては土地利用が避けられた領域である。 しかし中世の墓址群はあえてこ

の場所を選地 してお り、平安時代の居住域 とはわずかに接するだけでほとんど重複 していない。そこに何 ら

かの意図があったかどうかは定かではないが、偶然 とは思えないほどに整然 と分かれている。

墓址群の詳細な解析は本報告の段階ではまだ実施 していないので、 ここでは全体的な傾向を概観するにと

どめる。墓址群の範囲は北辺および南辺に未調査部分を残すが、概ね南北は150m前後 と目される。東西は

三間沢り||か ら4B区東端まで幅70～ 95mの 範囲である。 これらの空間構成を見ると、墓址が切 り合って密集

する部分がある一方で、まったく存在 しない空間も見 られる。特に基址群の中央を南北に貫 く狭長な空間は

一目瞭然である。他にも北東部に見 られる東西方向の空間、西半中央部の東西方向の空間などが目立つ。

こうした直線的な空間で画された中では、さらに数基から10数基の墓址が重複 して大小の群 を形成 して

いる。そのあ り方は数基が直線的に連なる場合や、それらが複合 して方形に群集する場合が存在 しそうであ

る。いずれにしても、墓域の空間利用には強い規制が働いていたことが窺えよう。墓址の形態はほとんどが

方ないし長方形の土坑墓であるが、火葬墓が東縁部に数基見 られた。これも厳密に構築場所が分けられてい

たことを窺わせる。墓址には基本的に遺物がほとんど伴わない。被葬者の性格を窺わせる遺物に刀装具等が

あるが、こうした遺物はごくわずかである。他に六道銭 としての銭貨や青磁を含む陶磁器類も出土 している

が、陶磁器類においては明らかに副葬品として墓内におかれたと断定できる完形品は見当たらない。

墓域の中には竪穴建物址も存在 している。その明確な例は±3345であり、出入口部や床板 と思 しき炭化材、

炭化種子が残存 していた。中世の典型的な竪穴建物である。その他にも大型で方形 プランの±2890な ども

竪穴建物の可能性を残す。こうした建物址が墓域の中でどのような役割をはたしたのか、今後検討すべき課

題の一つと言える。

16c初頭、±3345ほ かをもって中世の墓域 としての調査範囲の土地利用は終焉を迎える。川西開田遺跡周

辺は鎖川左岸の川西・太子堂まで古 くから継続する集落は存在せず、ここに墓域を形成 した集団の本拠がど

こにあったのか、あるいはそれらの集落が母体なのか、現段階では不明である。本遺跡周辺における中世～

近世初期の様相解明は今後の調査に託さなければならない。

最後に、平成7年の県営圃場整備事業に係る境窪遺跡およびり|1西開田遺跡の第102次調査に始 まり、平成

10年 より2年間にわたった新臨空産業団地造成にかかる川西開田遺跡第304次調査をもって三間沢り|1右岸に

おける発掘調査はひとまず終了の運びとなった。特に後者、すなわち本書で報告 した川西開田遺跡第304

次調査については、対象範囲が広大なものとなり、上層の弥生・平安 0中世面 と下層の縄紋面を合わせると

面的調査に絞っても50,000ピ 近 くに達 した。ここ最近の市内の発掘調査 としては桁外れに規模の大きいもの

となり、その成果をまとめるだけでも膨大な時間と労力を要 した。従ってすべてを1冊の報告書にまとめる

ことは不可能であり、3冊 に分けて報告することとなった。今回、その第1弾である弥生・平安・中世編を

ここに刊行することができた。

調査の協議からここに至るまでの間、農作業 と調査の調整にご尽力をいただいた神林土地改良区ならびに

地元地権者の皆様、松本市商工課ほか関係機関各位に感謝を申し上げ、本書の締めくくりとしたい。

-142-



7日 8期の遺構分布

9日 10期の遺構分布

第105図 集落の変遷 (1)
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11期

12期

10～ 12期

囲 ]12～ 13期

隋 14期

11日 12期 の遺構分布

13日 14期の遺構分布

第106図 集落の変遷 (2)
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I付編撃韓葺西開翻1遺1跡43区:出:壺朦騨榊i螺凛射雌:蒸恭:鮮郵測嘩轟
パ リノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

川西開田遺跡4次調査B地点は長野県松本市に所在 し、今回の発掘調査により、平安時代のものと思われ

る竪穴住居跡 0溝、中世のものと思われる土坑、ピット、溝が検出されている。平安時代の遺構 に伴い、土

師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器などの遺物、中世の土坑群に伴い、土器・陶磁器・金属製品 0炭化材・

銭貨などの遺物が出土 している。また、 これらの土坑の一部からは、焼土・炭化物 0炭化材 0人骨 と思われ

る火葬骨 0銭貨が出土 していることから、本調査地点の主体は中世の墳墓関連遺跡 と考えられている。今回

の分析調査では、 これらの中世の土坑 (13～ 16c代)か ら出土 した炭化材の放射性炭素年代測定 と樹種同定

を行い、各遺構の年代や当時の用材について情報を得る。

1  言t米斗

試料は、本遺跡4次調査B地点で検出された、土坑3345の底面から採取 した炭化材4点 である。土坑3345は

一辺4m弱の隅丸方形を呈 し、その他の墓坑 と推定される小型の土坑 より際立って大 きく、3基 ほどの小形

土坑 と重複 している。土坑の壁はほとんど垂直に掘 りこまれ、深さは検出面から70cmで ある。土坑3345は

土坑 という名称で捉えたが、形態的には中世の半地下式建物の堀 り方 と思われる。土坑の東半分の底面には

板状の炭化材が密集 し、部分的には柱状の炭化材も遺存 している。これらの炭化材は板壁か屋根 または床な

どの板材が焼失・炭化 したもので、一挙に埋没 し遺存 したものと思われる。

試料 として、 これらの板状炭化材の中から、土 (土坑)3345 No.1、 土 (土坑)3345 No.7、 土 (土坑)3345 No。

12の 3点 を、柱状炭化材の中から、土 (土坑)3345 No。 15の 1点 が採取された。

2 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は、学習院大学放射性炭素年代沢J定室の協力を得た。なお計算には、放射性炭素の半減期 として、

LIBBYの 半減期5,570年 を使用 した。また、付記 した誤差はβ線の計測値の標準偏差 σに基づいて算出した

年代で、標準偏差に相当する年代 (真の値が66.7%の 割合でこの範囲内にあるということ)で ある。

同位体比は、標準値からのずれをパーミルで表 した年代である。 δ13Cの値は、試料炭素の13C/12C

原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを 用いて算出した値である。表中の測定年代は、この値に基づい

て補正をした年代である。

(2)樹種同定

木口(横断面)・ 柾 目(放射断面)・ 板 目(接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察 し、種類を同定する。

3 結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を表 1に示す。出土炭化材の年代値は、土 (土坑)3345 No。 1が約500年前、土 (土坑)3345 No。 7が約400年前、

土 (土坑)3345ヽ 12が約900年前、土 (土坑)3345 No.15が 約200年前の値を示す。

(2)樹種同定

炭化材のうち、土 (土坑)3345 No。 12は、道管を有することから広葉樹材であるが、保存状態が悪いために
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種類の同定には至 らなかった。その他の3点 は全て針葉樹のヒノキ属に同定された。主な解剖学的特徴 を以

下に記す。

0ヒ ノキ属(Chamaecyparis)  ヒノキ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹月旨細胞は晩材部に限って

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑 らか。分野壁子Lは保存が悪 く観察できない。

放射組織は単列、1～ 15細胞高。

第20表 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

試料名 試1料:の1質| 樹種 1測1定1年代IBP δl13iC=|(%|) COldё l11転|

土 (土坑)3345 No。 1 炭化材 ヒノキ属 530=ヒ 70 -29。 0 Gak-20672

土 (土坑)3345 No。 7 炭化材 ヒノキ属 360=ヒ 60 -30.8 Gak-20673

土 (土坑)3345 No。 12 炭化材 不 明 860=ヒ 50 -19。 1 Gak… 20674

土 (土坑)3345 No。 15 炭化材 ヒノキ属 170=ヒ 60 -27。 1 Gak-20675

(1)年代値 :1,950年 を基点 とした値

(2)δ 13C:試料炭素の13C/12C原子比を質量分析器で測定 し、標準にPDBを 用いて算出した

4 考察

今回試料 とした炭化材の年代値は、土 (土坑)3345 No。 1と 土 (土坑)3345 No。 7が中世、土 (土坑)3345

ヽ12が平安時代末期、土 (土坑)3345 No。 15が江戸時代初期に相当する値である。放射性炭素年代測定に

おいては、測定法自体が持つ誤差や、時代による大気中の14C濃度の違いなどにより、測定年代値が暦年代

とは一致 しない。特に、放射性炭素年代 と暦年代 とのずれは、古 くなるほど大 きくなることがい くつかの分

析例で出されているが、例えば数千年前では500～ 800年 ほど放射性炭素年代の方が若い傾向を示 し(中村

2000)、 同文献に掲載されているStuiver and Reimerの 較正曲線では2000～ 1700年前の間で、放射性炭素年

代は暦年代に比べて最大100年程度古い方へずれている。さらに、東村(1990)に ある放射性炭素年代 0年輪

年代較正値のデータでは、放射性炭素年代の約600年前頃を境 として、それより以前は約2000年前までは放

射性炭素年代の方が古 く、以後は約100年前までは放射性炭素年代が新 しい方へずれている。さらに、中村

(2000)のAD1551-1955ま での年輪の放射性炭素年代測定例を参考にすると、約360年前の放射性炭素年代

値は暦年の16c前半、約170年前の放射性炭素年代値は暦年の17c後半から現代までの範囲に較正される可能

性がある。これらのずれと、各試料が同一遺構から出土 してお り同時性が高いことを考慮すると、土 (土坑)

3345出 土炭化材のヽ1と ヽ7の年代値は共に16c初頭頃と考えられ、 この年代が遺構の構築時期を示す可能性

がある。一方、土 (土坑)3345出土炭化材のNo。12の年代値は10c後半～ 12c後半頃と考えられ、mlと ヽ7よ り

約400年 ～ 600年 ほど古い年代値を示す。 この年代値のずれは、古材の利用などにより、測定試料の年代値

と遺構構築時期が一致しないことや、板材 として利用する樹木の部位による年代のずれによるものと考えら

れる。また、土 (土坑)3345出土炭化材のNo。 15の年代値は、古 く見積 もっても17c後半に相当する。試料の

出土位置を考慮すると、後世の炭化材が混入 したものの可能性もある。
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第39号住居址 全景

(上 :西から 下 :南から)

同上

カマド脇ピット内遺物出土状況
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第37号住居址 全景 (西から)

同上

遺物出土状況 (西から)

址 全景 (南から)



図版 3
|■:1苺緊ュ

:織:=

第47号住居址 全景 (南から)

第57号住居址

遺物出土状況 (西から)

第58号住居址 全景 (東から)



図版 4

財

l第 62号住居址 全景 (西から)

:第67号住居址 全景 (西から)

第73号住居址

遺物出土状況 (西から)



図版 5

第77号住居址

遺物出土状況 (東から)

第78号住居址

遺物出土状況 (西から)

第88号住居址 全景 (西から)



第90号住居址 全景 (東から)

第97号住居址 全景 (東から)

第107号住居址 全景 (東から)



図版 7

第99号住居址 全景 (西から)

同上 遺物出土状況 (西から)

琲

同上 カマ ド :


